
小
田
原
文
学
館
が
開
館
30
周
年
を
迎
え
ま
す

問
中
央
図
書
館
（
か
も
め
）

問
中
央
図
書
館
（
か
も
め
）  

☎☎
（（
4
9
4
9
））7
8
0
0

7
8
0
0

Ｉ
Ｄ
Ｐ
０
０
９
２
４

　

旧
東
海
道（
国
道
１
号
）
か
ら
海

へ
向
か
い
、少
し
進
ん
だ
先
の
南
町

に
位
置
す
る
西さ
い
か
ち

海
子
小こ

う
じ路
は
、村
井

弦げ
ん

斎さ
い

が
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説「
食

道
楽
」を
、北
條
秀ひ
で
じ司
が 

「
王
将
」な

ど
の
名
作
戯
曲
を
発
表
し
、ま
た
、谷

崎
潤
一
郎
と
佐
藤
春
夫
の「
小
田
原

事
件
」
の
舞
台
と
も
な
る
な
ど
、ど

こ
か
文
学
が
引
き
寄
せ
ら
れ
る
不
思

議
な
ゆ
か
り
を
持
つ
土
地
で
す
。

　
桜
並
木
の
続
く
真
っ
す
ぐ
な
通
り

の
近
辺
に
は
、村
井
や
北
條
、谷
崎
の

他
、多
く
の
名
作
童
謡
で
知
ら
れ
る

北
原
白
秋
、詩
人
の
三
好
達
治
、劇
作

家
の
岸
田
國く
に
お士
ら
の
居
住
地
や
、民

衆
詩
派
の
詩
人
福
田
正
夫
、白
秋
に

師
事
し
た
藪
田
義
雄
、俳
人
の
藤
田

湘し
ょ
う
し子

ら
の
生
誕
地
な
ど
、近
代
文
学

史
を
彩
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
者
た
ち

に
ゆ
か
り
の
遺
跡
が
点
在
し
て
い
ま

す
。北
村
透と
う
こ
く谷

ら
の
生
誕
地
、白
秋
が

初
め
て
建
て
た
自
宅「
み
み
づ
く
の

家
」
や
坂
口
安
吾
の
居
住
地
な
ど
も

目
と
鼻
の
先
。

　

小
田
原
文
学
館
は
、彼
ら
を
は
じ

め
と
す
る
小
田
原
出
身
、ゆ
か
り
の

文
学
者
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
、平

成
６
年
11
月
、西
海
子
小
路
の
一
画

に
建
つ
旧
田
中
光み
つ
あ
き顕

別
邸（
国
登
録

有
形
文
化
財
）
を
活
用
し
て
開
館
し

ま
し
た
。

　
名
高
い
文
学
者
の
記
憶
が
刻
ま
れ

た
西
海
子
の
閑
静
な
空
間
の
中
、こ

の
館
で
は
、あ
ま
た
の
近
代
文
学
の

星
た
ち
が
今
も
強
い
光こ
う
ぼ
う芒
を
放
ち
、

文
学
を
求
め
る
人
々
を
照
ら
し
続
け

て
い
ま
す
。

イベント情報

期　間　 10月24日（木）～12月8日（日）
※月曜休館（休日の場合は翌平日）
午前10時～午後4時30分（入館は午後4時まで）

場　所　小田原文学館 本館2階展示室
入館料　一般250円、小・中学生100円

日　時　 11月30日（土）・12月1日（日）午前10時～正午※小雨決行
集　合　小田原文学館 本館玄関前
散策地　 北原白秋、谷崎潤一郎、斎藤緑

りょくう
雨、村井弦斎、小杉天外、北條

秀司、岸田國士、三好達治、坂口安吾の居住地跡など（予定）
定　員　各10人・申込先着順
申　込　11月12日（火）以降、中央図書館に電話で

記念特別展
「小田原出身・ゆかりの文学者たち―その手蹟と事績」

関連催事
西海子周辺　文学散歩

▲ 北原白秋自筆の和歌入り屏
びょうぶ
風

（六曲一双・左隻）

※ 屏風とはがきは、記念特別展で
原本を公開します。

▲ 谷崎潤一郎が
北原白秋に
送ったはがき

西
海
子
に
集
う

近
代
文
学
の
星
た
ち

主な内容 おだわらいふ　P1-8
P2-3　令和5年度決算 他 P4-5　小田原城とその城下を掘る！ 他
P6-7　「おだタク・おだチケ実証事業」第3弾！ 他 P8　　市長連載「誠実 信頼 希望」 他

⃝市ホームページのサイト内検索に  ID  の「P＋5桁の数字」を入力し検索すると、詳しい内容がご覧になれます。
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令
和

５
年
度
決
算

市
の
事
業
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

納
め
る
税
金
や
、
国
・
県
か
ら
の

支
出
金
な
ど
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
、
特
に「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
」「
脱
炭
素
移
行
」「
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）」の
推
進
に
主
眼

を
置
い
た
取
り
組
み
を
実
施
し
ま

し
た
。

Ｉ
Ｄ
Ｐ
３
８
８
８
６

問
財
政
課 

☎（
３
３
）１
３
１
２

一般会計決算

歳　入 855億7702万円
（+31億3532万円）

歳　出 802億7514万円
（+21億4144万円）

差引額 53億188万円
（+9億9388万円）

（）は前年度比

福祉やまちづくりなどに使う基礎的な会計

　

賃
金
上
昇
の
影
響
に
よ
っ
て
個
人
所
得

が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
市
税
が
前
年

度
か
ら
約
７
２
０
０
万
円
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。ま
た
、地
方
交
付
税
が
約
４・７
億
円
、

国
庫
支
出
金
が
約
21
・
９
億
円
の
増
額
と
な

り
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
額
が
約
４
・

９
億
円
減
少
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
市
債
が

約
１・
１
億
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入

①自
主
財
源

②③
❹⑤

⑥

⑦
⑧
⑨ ⑩

合計
855億
7702万円

452億2862万円

403億4840万円

依
存
財
源

❶市税
　326億7262万円
　（＋7204万円）
❷繰越金
　43億800万円
　（－5億9743万円）
❸諸収入
　25億6905万円
　（＋6129万円）
❹使用料及び手数料
　14億736万円
　（＋518万円）
❺その他（繰入金など）
　59億8165万円
　（＋7億2475万円）

❻国庫支出金
　215億2995万円
　（＋21億8939万円）
❼県支出金
　54億5366万円
　（＋3億6694万円）
❽市債
　38億385万円
　（－1億809万円）
❾地方消費税交付金
　45億2727万円
　（－5015万円）
10地方交付税
　33億2361万円
　（＋4億7140万円）

　
物
価
高
騰
対
応
支
援
給
付
金
な
ど
に
よ
っ

て
民
生
費
が
約
26
億
円
、
公
共
施
設
包
括
管

理
の
開
始
な
ど
に
よ
っ
て
総
務
費
が
約
10
・

3
億
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
５
類
感
染
症

へ
の
移
行
に
伴
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
費
の
減
少
な
ど
に
よ
っ
て
、
衛
生

費
が
約
15
・
８
億
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出

①

②
③

④

合計
802億
7514万円

⑤

⑥
⑦❽❾ 10 ❶民生費

　345億7045万円
　（＋26億226万円）
❷総務費
　122億4888万円
　（＋10億2531万円）
❸教育費
　79億2954万円
　（－3972万円）
❹衛生費
　77億2649万円
　（－15億8421万円）
❺土木費
　67億3479万円
　（＋2億9016万円）

❻公債費
　52億760万円
　（＋2億9527万円）
❼消防費
　27億1694万円
　（＋1億3294万円）
❽商工費
　15億5724万円
　（－4億707万円）
❾農林水産業費
　10億508万円
　（－1億7740万円）
10議会費・労働費
　5億7813万円
　（＋390万円）

私
が
解
説

　
し
ま
す
！

気になる決算について教えて！

小田原市 早期健全化基準
（経営健全化基準）

財政
再生基準健全化判断比率

①実質赤字比率 黒字のため算定なし 11.45% 20%

②連結実質赤字比率 黒字のため算定なし 16.45% 30%

③実質公債費比率 3.3%
(前年度比+0.7ポイント) 25% 35%

④将来負担比率 38.4%
（前年度比+5.1ポイント） 350% －

資金不足比率 資金不足が生じていな
いため、算定なし 20% －

市財政の健全化判断比率など

会計名 歳入 歳出 差引額

特
別
会
計

競輪事業 328億9755万円 323億6837万円 5億2918万円

天守閣事業 2億583万円 1億6523万円 4060万円

国民健康保険事業 193億7215万円 193億2648万円 4567万円

国民健康保険診療施設事業 2763万円 2534万円 229万円

公設地方卸売市場事業 1億5603万円 1億4605万円 998万円

介護保険事業 173億7776万円 172億1497万円 1億6279万円

後期高齢者医療事業 52億1426万円 51億5774万円 5652万円

公共用地先行取得事業 77万円 77万円 0円

広域消防事業 47億6021万円 47億5746万円 275万円

地下街事業 5億9009万円 5億7709万円 1300万円

特別会計 計 806億228万円 797億3950万円 8億6278万円

企
業
会
計

水道事業 38億1224万円 35億4151万円 2億7073万円

病院事業 162億49万円 141億6872万円 20億3177万円

下水道事業 62億2397万円 62億7383万円 -4986万円

企業会計 計 262億3670万円 239億8406万円 22億5264万円

特別会計・企業会計決算

市
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
令
和
４
年
度
に
比
べ
て
歳
出
で
民

生
費
が
大
き
く
増
え
た
の
は
な
ぜ
？

　
令
和
5
年
度
は
、
電
気
料
金
の
単

価
上
昇
や
急
激
な
物
価
上
昇
な
ど
、

家
計
に
と
っ
て
厳
し
い
変
化
が
あ
り

ま
し
た
。
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
住

民
税
非
課
税
世
帯
へ
物
価
高
騰
対
応

の
給
付
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
民
生

費
の
決
算
額
が
令
和
４
年
度
を
大
き

く
上
回
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
齢
化
に
よ
っ
て
、
高
齢
者

へ
の
医
療
や
介
護
の
費
用
が
増
加
傾

向
で
あ
る
こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
す
。

？

※標準財政規模… 地方公共団体が通常水準の行政サービスを提
供する上で必要な一般財源の規模

　
市
の
貯
金
に
当
た
る
財
政
調
整

基
金
の
残
高
は
適
正
な
の
？

　
財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
、
一

般
的
に
標
準
財
政
規
模
※
の
10
％

程
度
が
適
正
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
5
年
度
末
時
点
の
残
高
は
約

57
・
5
億
円
で
、
標
準
財
政
規
模

の
14
・
2
％
と
な
っ
て
お
り
、
適

正
な
規
模
を
確
保
で
き
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
な
ど
の
対
応
に
備

え
る
た
め
に
、
今
後
も
健
全
な
財
政

運
営
を
行
い
、
財
政
調
整
基
金
の
適

正
な
規
模
を
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

？

　
市
の
財
政
は
大
丈
夫
な
の
？

　
下
の
表「
市
財
政
の
健
全
化
判
断
比

率
な
ど
」の
と
お
り
、
ど
の
指
標
も
基

準
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
予
算
は
毎
年
度
、
収
入
と
支
出
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
上
で
編
成
し
て

お
り
、
債
務
残
高（
全
会
計
）の
縮
減

に
も
努
め
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

将
来
を
見
据
え
た
事
業
の
優
先
順
位

付
け
や
効
果
的
な
財
源
配
分
な
ど
、

収
入
と
支
出
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し

た
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

？

（億円）

（億円）
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債務（全会計）

財政調整基金

債務と財政調整基金残高の推移

　歳入歳出差引額から翌
年度へ繰り越す財源を除
いた実質収支額は約51億
2861万円で、前年度から
約9億9511万円の増額と
なりました。
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令
和

５
年
度
決
算

市
の
事
業
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

納
め
る
税
金
や
、
国
・
県
か
ら
の

支
出
金
な
ど
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
、
特
に「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
」「
脱
炭
素
移
行
」「
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）」の
推
進
に
主
眼

を
置
い
た
取
り
組
み
を
実
施
し
ま

し
た
。

Ｉ
Ｄ
Ｐ
３
８
８
８
６

問
財
政
課 

☎（
３
３
）１
３
１
２

一般会計決算

歳　入 855億7702万円
（+31億3532万円）

歳　出 802億7514万円
（+21億4144万円）

差引額 53億188万円
（+9億9388万円）

（）は前年度比

福祉やまちづくりなどに使う基礎的な会計

　

賃
金
上
昇
の
影
響
に
よ
っ
て
個
人
所
得

が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
市
税
が
前
年

度
か
ら
約
７
２
０
０
万
円
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。ま
た
、地
方
交
付
税
が
約
４・７
億
円
、

国
庫
支
出
金
が
約
21
・
９
億
円
の
増
額
と
な

り
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
額
が
約
４
・

９
億
円
減
少
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
市
債
が

約
１・
１
億
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入

①自
主
財
源

②③
❹⑤

⑥

⑦
⑧
⑨ ⑩

合計
855億
7702万円

452億2862万円

403億4840万円

依
存
財
源

❶市税
　326億7262万円
　（＋7204万円）
❷繰越金
　43億800万円
　（－5億9743万円）
❸諸収入
　25億6905万円
　（＋6129万円）
❹使用料及び手数料
　14億736万円
　（＋518万円）
❺その他（繰入金など）
　59億8165万円
　（＋7億2475万円）

❻国庫支出金
　215億2995万円
　（＋21億8939万円）
❼県支出金
　54億5366万円
　（＋3億6694万円）
❽市債
　38億385万円
　（－1億809万円）
❾地方消費税交付金
　45億2727万円
　（－5015万円）
10地方交付税
　33億2361万円
　（＋4億7140万円）

　
物
価
高
騰
対
応
支
援
給
付
金
な
ど
に
よ
っ

て
民
生
費
が
約
26
億
円
、
公
共
施
設
包
括
管

理
の
開
始
な
ど
に
よ
っ
て
総
務
費
が
約
10
・

3
億
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
５
類
感
染
症

へ
の
移
行
に
伴
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
費
の
減
少
な
ど
に
よ
っ
て
、
衛
生

費
が
約
15
・
８
億
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出

①

②
③

④

合計
802億
7514万円

⑤

⑥
⑦❽❾ 10 ❶民生費

　345億7045万円
　（＋26億226万円）
❷総務費
　122億4888万円
　（＋10億2531万円）
❸教育費
　79億2954万円
　（－3972万円）
❹衛生費
　77億2649万円
　（－15億8421万円）
❺土木費
　67億3479万円
　（＋2億9016万円）

❻公債費
　52億760万円
　（＋2億9527万円）
❼消防費
　27億1694万円
　（＋1億3294万円）
❽商工費
　15億5724万円
　（－4億707万円）
❾農林水産業費
　10億508万円
　（－1億7740万円）
10議会費・労働費
　5億7813万円
　（＋390万円）

私
が
解
説

　
し
ま
す
！

気になる決算について教えて！

小田原市 早期健全化基準
（経営健全化基準）

財政
再生基準健全化判断比率

①実質赤字比率 黒字のため算定なし 11.45% 20%

②連結実質赤字比率 黒字のため算定なし 16.45% 30%

③実質公債費比率 3.3%
(前年度比+0.7ポイント) 25% 35%

④将来負担比率 38.4%
（前年度比+5.1ポイント） 350% －

資金不足比率 資金不足が生じていな
いため、算定なし 20% －

市財政の健全化判断比率など

会計名 歳入 歳出 差引額

特
別
会
計

競輪事業 328億9755万円 323億6837万円 5億2918万円

天守閣事業 2億583万円 1億6523万円 4060万円

国民健康保険事業 193億7215万円 193億2648万円 4567万円

国民健康保険診療施設事業 2763万円 2534万円 229万円

公設地方卸売市場事業 1億5603万円 1億4605万円 998万円

介護保険事業 173億7776万円 172億1497万円 1億6279万円

後期高齢者医療事業 52億1426万円 51億5774万円 5652万円

公共用地先行取得事業 77万円 77万円 0円

広域消防事業 47億6021万円 47億5746万円 275万円

地下街事業 5億9009万円 5億7709万円 1300万円

特別会計 計 806億228万円 797億3950万円 8億6278万円

企
業
会
計

水道事業 38億1224万円 35億4151万円 2億7073万円

病院事業 162億49万円 141億6872万円 20億3177万円

下水道事業 62億2397万円 62億7383万円 -4986万円

企業会計 計 262億3670万円 239億8406万円 22億5264万円

特別会計・企業会計決算

市
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
令
和
４
年
度
に
比
べ
て
歳
出
で
民

生
費
が
大
き
く
増
え
た
の
は
な
ぜ
？

　
令
和
5
年
度
は
、
電
気
料
金
の
単

価
上
昇
や
急
激
な
物
価
上
昇
な
ど
、

家
計
に
と
っ
て
厳
し
い
変
化
が
あ
り

ま
し
た
。
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
住

民
税
非
課
税
世
帯
へ
物
価
高
騰
対
応

の
給
付
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
民
生

費
の
決
算
額
が
令
和
４
年
度
を
大
き

く
上
回
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
齢
化
に
よ
っ
て
、
高
齢
者

へ
の
医
療
や
介
護
の
費
用
が
増
加
傾

向
で
あ
る
こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
す
。

？

※標準財政規模… 地方公共団体が通常水準の行政サービスを提
供する上で必要な一般財源の規模

　
市
の
貯
金
に
当
た
る
財
政
調
整

基
金
の
残
高
は
適
正
な
の
？

　
財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
、
一

般
的
に
標
準
財
政
規
模
※
の
10
％

程
度
が
適
正
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
5
年
度
末
時
点
の
残
高
は
約

57
・
5
億
円
で
、
標
準
財
政
規
模

の
14
・
2
％
と
な
っ
て
お
り
、
適

正
な
規
模
を
確
保
で
き
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
な
ど
の
対
応
に
備

え
る
た
め
に
、
今
後
も
健
全
な
財
政

運
営
を
行
い
、
財
政
調
整
基
金
の
適

正
な
規
模
を
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

？

　
市
の
財
政
は
大
丈
夫
な
の
？

　
下
の
表「
市
財
政
の
健
全
化
判
断
比

率
な
ど
」の
と
お
り
、
ど
の
指
標
も
基

準
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
予
算
は
毎
年
度
、
収
入
と
支
出
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
上
で
編
成
し
て

お
り
、
債
務
残
高（
全
会
計
）の
縮
減

に
も
努
め
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

将
来
を
見
据
え
た
事
業
の
優
先
順
位

付
け
や
効
果
的
な
財
源
配
分
な
ど
、

収
入
と
支
出
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し

た
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

？

（億円）

（億円）
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債務（全会計）

財政調整基金

債務と財政調整基金残高の推移

　歳入歳出差引額から翌
年度へ繰り越す財源を除
いた実質収支額は約51億
2861万円で、前年度から
約9億9511万円の増額と
なりました。

少
子
高
齢
化
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
存

在
す
る
中
、
今
後
も
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
に
は
、
行
財
政
改
革
の
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。

令
和
５
年
度
は
、
第
３
次
小
田
原
市
行
政
改

革
実
行
計
画
に
基
づ
き「
将
来
を
見
据
え
た

行
財
政
運
営
の
推
進
」を
目
標
に
、
持
続
可

能
な
行
財
政
運
営
の
確
立
を
目
指
す「
量
の

改
革
」と
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
確
立
を
目
指
す「
質
の
改
革
」を

両
輪
と
し
た
行
政
改
革
を
実
施
し
ま
し
た
。

Ｉ
Ｄ
Ｐ
３
５
６
３
９

問
企
画
政
策
課 

☎（
３
３
）１
２
５
４

　
市
の
業
務
に
お
い
て
、
文
書
管
理
・
電
子

決
裁
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
デ
ー
タ

に
よ
る
文
書
管
理
と
共
に
、
こ
れ
ま
で
押
印

し
て
い
た
決
裁
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
積
極
的
な
活
用
に
よ
っ

て
、
文
書
の
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
や
事
務
の
効
率

化
を
進
め
、
経
費
の
削

減
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

事
務
の
効
率
化
と
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

　
個
人
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
返
礼
品
の

拡
充
や
寄
付
受
付
サ
イ
ト
の
追
加
、
広
告
宣

伝
を
強
化
し
た
他
、
庁
内
の
各
部
署
が
連
携

し
、
返
礼
品
の
発
掘
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
民
間
サ
ー

ビ
ス
の
活
用
に
よ
っ

て
、
多
く
の
寄
付
を

受
け
付
け
ら
れ
る
体

制
を
整
え
ま
し
た
。

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
よ
る
税
収
の

減
少
や
扶
助
費
の
増
加
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
や

公
共
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
な
ど
に
よ
る

行
政
負
担
の
増
加
で
、
今
後
も
厳
し
い
財
政

状
況
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
中
、
さ
ら

な
る
行
財
政
改
革
の
推
進
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　
今
後
は
、
新
た
な
総
合
計
画
の
策
定
に
合

わ
せ
て
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
財
政
運

営
を
推
進
す
る
た
め
の「
事
業
見
直
し
の
仕

組
み
の
構
築
」や
、
持
続
可
能
な
財
政
基
盤

を
確
立
す
る
た
め
の「
市
有
財
産
の
有
効
活

用
」、
そ
し
て「
受
益
者
負
担
の
適
正
化
」な

ど
、
全
庁
的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の積

極
的
な
活
用

今
後
の
取
り
組
み

令
和
９
年
度
ま
で
の
５
年
間
で

約
１
億
１
３
１
６
万
円
の
支
出
減

令
和
５
年
度
は

約
７
４
５
８
万
円
の
収
入
増

令
和
５
年
度
に
実
施
し
た
主
な
取
り
組
み

●

事
業
見
直
し
の
徹
底

　
・
小
田
原
競
輪
事
業
の
収
益
の
向
上

　
・ 

市
有
施
設
へ
の
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
設
備
の

導
入

●
 

公
民
連
携
の
推
進

　
・ 

み
ん
な
で
消
防
士
さ
ん
を
応
援
し
よ
う
！

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　
・ 

外
国
人
来
訪
者
お
も
て
な
し
事
業
の
充
実

●
 

市
民
の
視
点
に
立
っ
た

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　
・
ご
み
分
別
ガ
イ
ド
の
多
言
語
化

　
・
魅
力
あ
る
公
園
づ
く
り

他
に
も
実
施
し
ま
し
た

詳
し
く
は
こ
ち
ら

小
田
原
市
の

行
財
政
改
革
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令
和

５
年
度
決
算

市
の
事
業
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

納
め
る
税
金
や
、
国
・
県
か
ら
の

支
出
金
な
ど
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
、
特
に「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
」「
脱
炭
素
移
行
」「
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）」の
推
進
に
主
眼

を
置
い
た
取
り
組
み
を
実
施
し
ま

し
た
。

Ｉ
Ｄ
Ｐ
３
８
８
８
６

問
財
政
課 

☎（
３
３
）１
３
１
２

一般会計決算

歳　入 855億7702万円
（+31億3532万円）

歳　出 802億7514万円
（+21億4144万円）

差引額 53億188万円
（+9億9388万円）

（）は前年度比

福祉やまちづくりなどに使う基礎的な会計

　

賃
金
上
昇
の
影
響
に
よ
っ
て
個
人
所
得

が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
市
税
が
前
年

度
か
ら
約
７
２
０
０
万
円
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。ま
た
、地
方
交
付
税
が
約
４・７
億
円
、

国
庫
支
出
金
が
約
21
・
９
億
円
の
増
額
と
な

り
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
額
が
約
４
・

９
億
円
減
少
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
市
債
が

約
１・
１
億
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入

①自
主
財
源

②③
❹⑤

⑥

⑦
⑧
⑨ ⑩

合計
855億
7702万円

452億2862万円

403億4840万円

依
存
財
源

❶市税
　326億7262万円
　（＋7204万円）
❷繰越金
　43億800万円
　（－5億9743万円）
❸諸収入
　25億6905万円
　（＋6129万円）
❹使用料及び手数料
　14億736万円
　（＋518万円）
❺その他（繰入金など）
　59億8165万円
　（＋7億2475万円）

❻国庫支出金
　215億2995万円
　（＋21億8939万円）
❼県支出金
　54億5366万円
　（＋3億6694万円）
❽市債
　38億385万円
　（－1億809万円）
❾地方消費税交付金
　45億2727万円
　（－5015万円）
10地方交付税
　33億2361万円
　（＋4億7140万円）

　
物
価
高
騰
対
応
支
援
給
付
金
な
ど
に
よ
っ

て
民
生
費
が
約
26
億
円
、
公
共
施
設
包
括
管

理
の
開
始
な
ど
に
よ
っ
て
総
務
費
が
約
10
・

3
億
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
５
類
感
染
症

へ
の
移
行
に
伴
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
費
の
減
少
な
ど
に
よ
っ
て
、
衛
生

費
が
約
15
・
８
億
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出

①

②
③

④

合計
802億
7514万円

⑤

⑥
⑦❽❾ 10 ❶民生費

　345億7045万円
　（＋26億226万円）
❷総務費
　122億4888万円
　（＋10億2531万円）
❸教育費
　79億2954万円
　（－3972万円）
❹衛生費
　77億2649万円
　（－15億8421万円）
❺土木費
　67億3479万円
　（＋2億9016万円）

❻公債費
　52億760万円
　（＋2億9527万円）
❼消防費
　27億1694万円
　（＋1億3294万円）
❽商工費
　15億5724万円
　（－4億707万円）
❾農林水産業費
　10億508万円
　（－1億7740万円）
10議会費・労働費
　5億7813万円
　（＋390万円）

私
が
解
説

　
し
ま
す
！

気になる決算について教えて！

小田原市 早期健全化基準
（経営健全化基準）

財政
再生基準健全化判断比率

①実質赤字比率 黒字のため算定なし 11.45% 20%

②連結実質赤字比率 黒字のため算定なし 16.45% 30%

③実質公債費比率 3.3%
(前年度比+0.7ポイント) 25% 35%

④将来負担比率 38.4%
（前年度比+5.1ポイント） 350% －

資金不足比率 資金不足が生じていな
いため、算定なし 20% －

市財政の健全化判断比率など

会計名 歳入 歳出 差引額

特
別
会
計

競輪事業 328億9755万円 323億6837万円 5億2918万円

天守閣事業 2億583万円 1億6523万円 4060万円

国民健康保険事業 193億7215万円 193億2648万円 4567万円

国民健康保険診療施設事業 2763万円 2534万円 229万円

公設地方卸売市場事業 1億5603万円 1億4605万円 998万円

介護保険事業 173億7776万円 172億1497万円 1億6279万円

後期高齢者医療事業 52億1426万円 51億5774万円 5652万円

公共用地先行取得事業 77万円 77万円 0円

広域消防事業 47億6021万円 47億5746万円 275万円

地下街事業 5億9009万円 5億7709万円 1300万円

特別会計 計 806億228万円 797億3950万円 8億6278万円

企
業
会
計

水道事業 38億1224万円 35億4151万円 2億7073万円

病院事業 162億49万円 141億6872万円 20億3177万円

下水道事業 62億2397万円 62億7383万円 -4986万円

企業会計 計 262億3670万円 239億8406万円 22億5264万円

特別会計・企業会計決算

市
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
令
和
４
年
度
に
比
べ
て
歳
出
で
民

生
費
が
大
き
く
増
え
た
の
は
な
ぜ
？

　
令
和
5
年
度
は
、
電
気
料
金
の
単

価
上
昇
や
急
激
な
物
価
上
昇
な
ど
、

家
計
に
と
っ
て
厳
し
い
変
化
が
あ
り

ま
し
た
。
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
住

民
税
非
課
税
世
帯
へ
物
価
高
騰
対
応

の
給
付
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
民
生

費
の
決
算
額
が
令
和
４
年
度
を
大
き

く
上
回
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
齢
化
に
よ
っ
て
、
高
齢
者

へ
の
医
療
や
介
護
の
費
用
が
増
加
傾

向
で
あ
る
こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
す
。

？

※標準財政規模… 地方公共団体が通常水準の行政サービスを提
供する上で必要な一般財源の規模

　
市
の
貯
金
に
当
た
る
財
政
調
整

基
金
の
残
高
は
適
正
な
の
？

　
財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
、
一

般
的
に
標
準
財
政
規
模
※
の
10
％

程
度
が
適
正
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
5
年
度
末
時
点
の
残
高
は
約

57
・
5
億
円
で
、
標
準
財
政
規
模

の
14
・
2
％
と
な
っ
て
お
り
、
適

正
な
規
模
を
確
保
で
き
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
な
ど
の
対
応
に
備

え
る
た
め
に
、
今
後
も
健
全
な
財
政

運
営
を
行
い
、
財
政
調
整
基
金
の
適

正
な
規
模
を
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

？

　
市
の
財
政
は
大
丈
夫
な
の
？

　
下
の
表「
市
財
政
の
健
全
化
判
断
比

率
な
ど
」の
と
お
り
、
ど
の
指
標
も
基

準
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
予
算
は
毎
年
度
、
収
入
と
支
出
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
上
で
編
成
し
て

お
り
、
債
務
残
高（
全
会
計
）の
縮
減

に
も
努
め
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

将
来
を
見
据
え
た
事
業
の
優
先
順
位

付
け
や
効
果
的
な
財
源
配
分
な
ど
、

収
入
と
支
出
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し

た
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

？

（億円）

（億円）
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債務（全会計）

財政調整基金

債務と財政調整基金残高の推移

　歳入歳出差引額から翌
年度へ繰り越す財源を除
いた実質収支額は約51億
2861万円で、前年度から
約9億9511万円の増額と
なりました。

少
子
高
齢
化
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
存

在
す
る
中
、
今
後
も
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
に
は
、
行
財
政
改
革
の
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。

令
和
５
年
度
は
、
第
３
次
小
田
原
市
行
政
改

革
実
行
計
画
に
基
づ
き「
将
来
を
見
据
え
た

行
財
政
運
営
の
推
進
」を
目
標
に
、
持
続
可

能
な
行
財
政
運
営
の
確
立
を
目
指
す「
量
の

改
革
」と
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
確
立
を
目
指
す「
質
の
改
革
」を

両
輪
と
し
た
行
政
改
革
を
実
施
し
ま
し
た
。

Ｉ
Ｄ
Ｐ
３
５
６
３
９

問
企
画
政
策
課 

☎（
３
３
）１
２
５
４

　
市
の
業
務
に
お
い
て
、
文
書
管
理
・
電
子

決
裁
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
デ
ー
タ

に
よ
る
文
書
管
理
と
共
に
、
こ
れ
ま
で
押
印

し
て
い
た
決
裁
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
積
極
的
な
活
用
に
よ
っ

て
、
文
書
の
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
や
事
務
の
効
率

化
を
進
め
、
経
費
の
削

減
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

事
務
の
効
率
化
と
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

　
個
人
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
返
礼
品
の

拡
充
や
寄
付
受
付
サ
イ
ト
の
追
加
、
広
告
宣

伝
を
強
化
し
た
他
、
庁
内
の
各
部
署
が
連
携

し
、
返
礼
品
の
発
掘
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
民
間
サ
ー

ビ
ス
の
活
用
に
よ
っ

て
、
多
く
の
寄
付
を

受
け
付
け
ら
れ
る
体

制
を
整
え
ま
し
た
。

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
よ
る
税
収
の

減
少
や
扶
助
費
の
増
加
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
や

公
共
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
な
ど
に
よ
る

行
政
負
担
の
増
加
で
、
今
後
も
厳
し
い
財
政

状
況
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
中
、
さ
ら

な
る
行
財
政
改
革
の
推
進
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　
今
後
は
、
新
た
な
総
合
計
画
の
策
定
に
合

わ
せ
て
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
財
政
運

営
を
推
進
す
る
た
め
の「
事
業
見
直
し
の
仕

組
み
の
構
築
」や
、
持
続
可
能
な
財
政
基
盤

を
確
立
す
る
た
め
の「
市
有
財
産
の
有
効
活

用
」、
そ
し
て「
受
益
者
負
担
の
適
正
化
」な

ど
、
全
庁
的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の積

極
的
な
活
用

今
後
の
取
り
組
み

令
和
９
年
度
ま
で
の
５
年
間
で

約
１
億
１
３
１
６
万
円
の
支
出
減

令
和
５
年
度
は

約
７
４
５
８
万
円
の
収
入
増

令
和
５
年
度
に
実
施
し
た
主
な
取
り
組
み

●

事
業
見
直
し
の
徹
底

　
・
小
田
原
競
輪
事
業
の
収
益
の
向
上

　
・ 

市
有
施
設
へ
の
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
設
備
の

導
入

●
 

公
民
連
携
の
推
進

　
・ 

み
ん
な
で
消
防
士
さ
ん
を
応
援
し
よ
う
！

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　
・ 

外
国
人
来
訪
者
お
も
て
な
し
事
業
の
充
実

●
 

市
民
の
視
点
に
立
っ
た

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　
・
ご
み
分
別
ガ
イ
ド
の
多
言
語
化

　
・
魅
力
あ
る
公
園
づ
く
り

他
に
も
実
施
し
ま
し
た

詳
し
く
は
こ
ち
ら

小
田
原
市
の

行
財
政
改
革
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戦
国
時
代
最
大
と
も
い
わ
れ
た
小
田

原
城
と
そ
の
城
下
は
、
昭
和
57
年
の

御ご
よ
う
ま
い
く
る
わ

用
米
曲
輪
か
ら
本
格
的
に
発
掘
調
査

が
開
始
さ
れ
、
そ
の
数
は
今
日
ま
で
に

６
０
０
カ
所
を
超
え
ま
す
。発
掘
に
よ
っ

て
、
戦
国
時
代
の
小
田
原
城
が
ど
の
よ

う
に
江
戸
時
代
に
引
き
継
が
れ
て
き
た

の
か
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
回
の
特
別
展
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
出

土
し
た
豊
富
な
遺
物
、
堀
や
石
垣
の
遺

構
写
真
な
ど
を
展
示
し
、
発
掘
成
果
を

お
伝
え
し
ま
す
。

問
小
田
原
城
総
合
管
理
事
務
所　

☎
（
２
３
）1
3
7
3

12月1日(日)午前10時25分～午後5時（開場午前10時）
三の丸ホール大ホール　　　参加費  無料
11月11日（月）午前9時より小田原城ホームページで

日　時
会　場
申　込
講演タイトル

小
田
原
城
と

そ
の
城
下
を
掘
る
！

令
和
６
年
度
小
田
原
城
天
守
閣
特
別
展
を
開
催
し
ま
す

11月30日（土）～令和7年2月24日（休）
※休館日 12月11日（水）・31日（火）
午前9時～午後5時（最終入館午後4時30分）
小田原城天守閣４階企画展示室
大人510円、小・中学生200円

● 12月14日（土）、令和7年1月18日（土）、2月15日（土）
①午後1時30分～ ②午後3時30分～（各30分程度）　

● 12月25日（水）、令和7年1月15日（水）、2月12日（水）
午後3時30分～（1日1回30分程度）　

※いずれも申込不要（要入館料）、当日直接4階特別展示場へ。

期 間

開館時間
場 所
入 館 料

小田原城天守閣特別展「小田原城とその城下を掘る！」
概 要

小田原城を掘る 城郭史研究と考古学特別講演会

「
初
期
の
小
田
原
城
は
、
八
幡
山
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
現

在
の
本
丸
・
二
の
丸
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
？
」

「
寛
永
地
震
で
小
田
原
が
壊
滅
し
、
そ
の
後
、
新
し
く
城
と
城

下
町
が
復
旧
さ
れ
、
今
の
小
田
原
に
つ
な
が
っ
た
？
」

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
解
き
明
か
さ
れ
つ
つ
あ
る
、
い
く
つ
も
の

新
し
い
歴
史
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

特別展の見どころ

▶
 
金き

ん
ぱ
く箔

か
わ
ら
け

▶
鍋
島
焼

▶
 
住
吉
堀
の
戦
国
期
障
子
堀
と
近
世
石
垣

▲史跡小田原城跡 御用米曲輪検出の切
きりいししき
石敷遺構

▲御用米曲輪の寛
かんえい
永地震の地割れ

発
掘
調
査
か
ら

解
き
明
か
さ
れ
る
歴
史

　
御
用
米
曲
輪
は
、
江
戸
時
代
に
幕
府
の
米

蔵
が
あ
っ
た
場
所
で
す
が
、
戦
国
時
代
は
北

条
氏
政
の
壮
大
な
居き
ょ
か
ん館
で
あ
っ
た
可
能
性
が

高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
三
の
丸
ホ
ー
ル
や
小

田
原
駅
前
の
ミ
ナ
カ
小
田
原
、
Ｕう

め

こ

Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｏ

な
ど
で
の
発
掘
で
は
、
戦
国
時
代
の
道
路
や

井
戸
、
江
戸
時
代
の
堀
や
石
垣
な
ど
の
遺
構

が
、
多
く
の
陶
磁
器
な
ど
と
一
緒
に
出
土
し

て
い
ま
す
。
掘
っ
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な

か
っ
た
、
小
田
原
城
と
そ
の
城
下
の
歴
史
が

解
き
明
か
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
本
特
別
展
で

は
、
小
田
原
城
関
係
の
発
掘
調
査
に
よ
る
考

古
学
的
調
査
の
成
果
を
一
堂
に
集
め
、
小
田

原
城
と
そ
の
城
下
の
成
り
立
ち
や
変
遷
に
つ

い
て
探
っ
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

　

小
田
原
城
は
、
小
田
原
北

条
氏
が
本
城
と
す
る
、
関
東

支
配
の
拠
点
で
あ
り
、
戦
国

時
代
末
期
に
は
、
わ
が
国
最

大
の
城
郭
に
発
展
し
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
は
幕
府
の
西
を

守
る
重
要
な
城
と
し
て
、
天

守
に
櫓や
ぐ
らと

石
垣
、
水
堀
と
い

う
近
世
城
郭
に
改
変
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
城
下
は
、
戦

国
時
代
で
は
東
国
随
一
の
都

市
で
あ
り
、
江
戸
時
代
は
東

海
道
の
有
数
の
宿
場
で
し

た
。
小
田
原
城
と
そ
の
城
下

は
、
中
世
か
ら
近
世
ま
で
の

４
０
０
年
の
歴
史
が
延
々
と

重
層
的
に
残
さ
れ
た
城
郭
遺

跡
で
あ
り
、
発
掘
か
ら
明
ら

か
に
な
っ
た
全
国
有
数
の
中

近
世
都
市
遺
跡
な
の
で
す
。

小田原城図(文久図など)
二の丸住吉堀、御用米曲輪、八幡山
古郭、三の丸武家屋敷、小田原城下、
総
そうがまえ

構などの調査写真・出土遺物

主な展示資料

諏訪間 順諏訪間 順
（小田原城天守閣館長）（小田原城天守閣館長）

▲申し込み
　はこちら

小田原城天守閣館長に聞く！小田原城とその城下

竹井 英文さん
（東北学院大学教授）
城郭研究の現状と課
題～「杉山城問題」を
通して～

諏訪間 順
（小田原城天守閣館長）
発掘から読み解く小
田原城とその城下の
変遷

佐々木 健策
（市文化財課副課長）
小田原北条氏の居
館を掘る～御用米曲
輪の調査から～

諏訪間館長による展示解説を行います。
関連事業

【展示解説】
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新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策　

３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

　

新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
で
は
、

顕
在
す
る
地
域
運
営
の
課
題
に
対
し「
地
域

の
負
担
を
減
ら
す
」「
地
域
の
活
動
を
支
え

る
」「
地
域
の
担
い
手
を
つ
な
ぐ
」こ
と
を
目

的
に「
仕
組
み
」「
ひ
と
」「
場
」の
３
つ
の
観
点

か
ら
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

- 

仕
組
み -　
「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
題
し
、
こ
れ
か

ら
地
域
で
活
動
を
始
め
た
い
人
に
は
、
補
助

金
な
ど
に
よ
り
必
要
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を

支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
既
存
で
事
業
を
行
っ

て
い
る
団
体
ま
た
は
個
人
に
は
、
そ
の
活
動

が
持
続
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
ま
す
。
こ
う

し
た
仕
組
み
を
通
じ
て
、
次
世
代
を
担
う
人

材
の
発
掘
・
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

- 

ひ
と -　
「
地
域
担
当
職
員
」

　
地
域
と
行
政
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て

「
地
域
担
当
職
員
」を
配
置
し
ま
す
。「
地
域
担

当
職
員
」は
、
地
域
の
負
担
軽
減
を
図
り
な

が
ら
、
地
域
活
動
の
伴
走
支
援
や
、
地
域
活

動
を
担
う
人
材
の
発
掘
な
ど
を
行
う
、
地
域

活
動
全
般
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
す
。

- 

場 -　
「
地
域
活
動
拠
点
」

　
自
治
会
連
合
会
単
位
で
順
次
、
小
学
校
の

空
き
教
室
な
ど
に
地
域
活
動
の
場「
地
域
活

動
拠
点
」を
整
備
し
、
地
域
に
開
放
す
る
こ

と
で
、
地
域
活
動
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

将
来
的
に
は
現
在
進
め
て
い
る
新
し
い
学
校

づ
く
り
の
動
き
と
連
動
し
、
市
内
各
学
校
を

拠
点
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。　

本
市
で
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様

化
や
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
自

治
会
加
入
率
の
低
下
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
の
担
い
手
不
足
な
ど
、

持
続
可
能
な
地
域
運
営
を
行
う
た
め

の
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
地
域
の

負
担
軽
減
を
前
提
と
し
た
、
新
た
な

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

今
後
、
地
域
活
動
懇
談
会
を
自
治
会

連
合
会
ご
と
に
開
催
し
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
意
見
交
換
の
上
、
具
体
的
な

取
り
組
み
内
容
を
決
定
し
ま
す
。

Ｉ
Ｄ
Ｐ
２
０
０
４
２

問
地
域
政
策
課 

☎（
３
３
）１
３
８
９

新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策

-

持
続
可
能
な
地
域
運
営
に
向
け
て-

▲ 当日の様子

　
「
地
域
活
動
を
始
め
た

い
」「
地
域
活
動
に
つ
い
て

知
り
た
い
」「
地
域
に
貢
献

し
た
い
」そ
ん
な
皆
さ
ん
。
地
域
政
策
課
へ

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！

自
治
会
長
が
集
ま

る
会
議
に
て
、
市

長
か
ら
新
た
な
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
策
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

お
住
ま
い
の
地
域
を
よ
り
良
く
し
ま
せ
ん
か
？

地域
プロジェクト

仕組み
地域

担当職員

ひと

地域
活動拠点

場

・ 団体役員の
業務負担

・ 各種委員の
推薦業務

・ 地域団体間の
取り組みの重複

など

地域の負担を

減らす

・ 地域団体役員の
固定化・高齢化

・ 自治会加入率の
低下

・ 活動内容の認知
度の低さ

など

地域の活動を

支える

・ 次代を担う
人材不足

・ 地域団体間の
連携不足

など

地域の担い手を

つなぐ
（掘り起こす）

地域運営課題

新たな地域コミュニティ施策のイメージ

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

「
未
来
へ
繋つ
な

ぐ
、
心
は
一
つ
」

　
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
祭
り
で
は
、
市
民
活
動
団
体

が
、
日
頃
の
活
動
の
成
果
と
し
て
展
示
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
体
験

イ
ベ
ン
ト
や
講
座
、
景
品
が
充
実
し
た
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
も
用
意
し
て
お
り
、
楽
し

み
な
が
ら
市
民
活
動
に
つ
い
て
学
べ
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
そ
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た

団
体
同
士
の
新
た
な
出
会
い
に
よ
っ
て
、
今

後
の
活
動
の
規
模
や
範
囲
が
広
が
る「
協
働
」

に
つ
な
が
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　

自
ら
の
活
動
の
一
歩
目
に
も
つ
な
が
る

「
U
M
E
C
O
祭
り
」。
ぜ
ひ
お
越
し
い
た
だ

き
、
市
民
活
動
に
興
味
を
持
っ
た
人
は
、
イ

ベ
ン
ト
当
日
に
各
団
体
に
直
接
、
も
し
く
は

U
M
E
C
O
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

 

と
っ
て
も
近
道
が

「
U
M
E
C
O
祭
り
」

Ｉ
Ｄ
Ｐ
１
９
５
６
７

問
地
域
政
策
課 

☎（
３
３
）１
４
５
８

Ｕう

め

こ

Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
で
は
、
毎
年
11
月
に
、

市
民
活
動
団
体
が
一
堂
に
集
ま
る
イ

ベ
ン
ト「
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
祭
り
」を
開
催

し
て
い
ま
す
。
会
場
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
団
体
の
活
動
内
容
が
分
か

り
、
皆
さ
ん
が
市
民
活
動
に
触
れ
る

近
道
で
す
。

▲  協働ガイドラインはこちら

　市民活動団体などがお互い対等な立場
で、目的達成のために力を合わせ、協力
して事業に取り組むことをいいます。詳し
くは、協働ガイドラインをご覧ください。
　「協働」の解説や、実施方法などに加え、
地域の居場所づくりや若者参画の取り組

みなど、計13件の協働事例を
紹介しています。

　
U
M
E
C
O
祭
り
は
今
年
で

9
回
目
。
ぜ
ひ
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
来
場
い
た
だ
き
、
市

民
活
動
に
触
れ
、
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

少
し
で
も
興
味
を
持
た
れ
た
人

は
、
市
民
活
動
へ
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
一
緒
に
地
域
を
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

UMECO祭り実行委員長　
奥津 慎一さん

日
時　

 

11
月
24
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
所　
U
M
E
C
O

U
M
E
C
O
祭
り

市
民
活
動
に
触
れ
る
に
は

〝　　〟協働 とは

U
M
E
C
O
☎（
２
４
）６
６
１
１
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学
校
で
は
、
日
頃
か
ら
職
員
や

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
へ

の
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
他
、

関
係
機
関
と
連
携
し
た
取
り
組
み

を
行
う
こ
と
で
、
虐
待
の
通
告
や

情
報
共
有
を
行
い
、
早
期
発
見
・

早
期
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
の

防
止
に
向
け
て

　
ま
た
、
保
護
者
に
も
市
の
対
応
を
把
握
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
小
・
中
学
校
で
児
童
虐

待
を
発
見
し
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
、
新

入
生
説
明
会
で
保
護
者
に
資
料
を
配
布
す
る

な
ど
、
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
毎
年
５
月
か
ら
８
月
ご
ろ
に
市

内
の
全
公
立
小
・
中
学
校
の
教
職
員
を
対
象

に
、
児
童
虐
待
と
は
何
か
、
児
童
虐
待
の
早

期
発
見
の
た
め
の
視
点
や
、
児
童
虐
待
を
発

見
し
た
場
合
の
対
応
な
ど
を
伝
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
教
職
員
が
気
に
な
る
、
あ
る
い
は

心
配
な
児
童
・
生
徒
を
見
つ
け
た
場
合
に
は
、

保
護
者
に
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
必
要
な

支
援
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

Ｉ
Ｄ
Ｐ
０
２
０
３
９

問
子
ど
も
若
者
支
援
課  

☎（
４
６
）６
７
６
３

全
国
の
児
童
虐
待
件
数
は
増
加
傾
向
に

あ
り
、本
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
の「
笑
顔
」「
命
」「
権
利
」「
未
来
」

を
大
切
に
す
る
た
め
に
、
一
人
一
人
が

何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
子
ど
も
が
い

る
家
庭
と
共
に
、
地
域
全
体
で
子
ど
も

を
守
る
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

子どもからのSOS

■ 子ども若者支援課　☎46-6763
午前9時～午後5時

　（土・日曜日、祝・休日を除く）
■児童相談所虐待対応ダイヤル
　☎189（いちはやく）
　24時間対応　通話料無料

・不自然な傷やあざなどがある

・ 衣服や体がいつも汚れている

・ いつも子どもの泣き叫ぶ声や保護
者の怒鳴り声がする

・ 車内に子どものみが残されている

　子どもからのSOS
があったら、迷わずご連絡くだ
さい。あなたの一言で、その
子どもや子育てに悩んでいる
保護者に対し、支援を届ける
ことができるかもしれません。

連絡先はこちら

先
生
よ
り
一
言

匿名でも
OKです！地域の皆さまへ

相
乗
り
タ
ク
シ
ー「
お
だ
タ
ク
」

　
路
線
バ
ス
の
運
行
し
て
い
な
い
日
中
の
空

白
時
間
帯
に
、
誰
で
も
利
用
で
き
る
相
乗
り

タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
ま
す
。

　
第
３
弾
で
は「
小
田
原
駅
〜
片
浦
地
区
」の

区
間
に
お
い
て
引
き
続
き
予
約
不
要（
先
着

順
）で
運
行
し
ま
す
。

運
行
日　

 

11
月
１
日（
金
）〜
令
和
7
年
3
月

28
日（
金
）の
火
・金
曜
日（
祝
・休

日
、年
末
年
始
は
運
休
）

※ 

前
羽
地
区
、
下
曽
我
・
国
府
津
地
区
で
の

実
証
運
行
は
終
了
し
ま
し
た
。

タ
ク
シ
ー
・
路
線
バ
ス

共
通
助
成
券「
お
だ
チ
ケ
」

　
対
象
地
区
に
住
ん
で
い
る
70
歳
以
上
で
運

転
免
許
証
を
持
っ
て
い
な
い
人
と
、
妊
婦
さ

ん
を
対
象
に
、
タ
ク
シ
ー
と
路
線
バ
ス
で
利

用
で
き
る
共
通
助
成
券
を
配
布
し
ま
す
。

　
70
歳
以
上
で
運
転
免
許
証
を
持
っ
て
お
ら

ず
、第
２
弾
ま
で
に
申
請
し
て
い
な
い
人
は
、

申
請
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
申
請
期
間
中
に
妊
婦
に
な
っ
た
人

は
、
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
時
に「
お
だ
チ

ケ
」を
お
渡
し
し
ま
す
。（
出
産
後
も
利
用
期

間
内
で
あ
れ
ば
継
続
し
て
利
用
で
き
ま
す
）

申
請
期
間　
〜
令
和
７
年
３
月
14
日（
金
）

利
用
期
間　

 

11
月
１
日（
金
）〜
令
和
７
年
３

月
31
日（
月
）

お
だ
タ
ク
・
お
だ
チ
ケ

実
証
事
業
の
内
容

11
月
か
ら
見
直
し
！

「
お
だ
タ
ク・お
だ
チ
ケ

実
証
事
業
」第
３
弾
！

市
で
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
と
実
情
に

応
じ
た
移
動
支
援
策
の
実
証
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。11
月
か
ら
は
、

第
２
弾
ま
で
の
検
証
結
果
を
基
に
事

業
内
容
を
見
直
し
て
、
令
和
７
年
３

月
ま
で「
第
３
弾
」を
実
施
し
ま
す
。

富士急モビリティ：市内全路線～新松田駅（市内で乗車または降車の場合に限る） ※市外バス停での降車も利用可能
　 箱根登山バス：市内全路線（市内で乗車し、市内で降車の場合に限る） ※山近記念総合病院近くのバス停も利用可能
 神奈川中央交通：国府津駅～橘団地の路線　※引き続き「かなちゃん手形」の購入にも利用可能

利用できるバス路線の詳細

東海道本線

JR上大井駅

酒
匂
川

前羽

橘北

国府津

曽我

下曽我

御殿場線

JR下曽我駅

JR国府津駅

上府中

上府中
（高田別堀）

豊川
（飯泉）

桜井

豊川

片浦
JR
根
府
川
駅

至小田原駅

おだチケの継続地区
おだチケの拡大地区
おだタクの継続区間

…
…
…

お
だ
タ
ク
は
、

片
浦
地
区
で
の

運
行
を
継
続
し
ま
す
。

実
証
事
業
の
対
象
地
区

問
地
域
交
通
課 

☎（
３
３
）１
４
０
５

■タクシー・路線バス共通助成券「おだチケ」 ここが変わった！
いままで（第2弾） これから（第3弾）

おだチケ配布
対 象 地 区

曽我、下曽我、国府津、前羽、橘北、
片浦、豊川（一部）、上府中（一部）

曽我、下曽我、国府津、前羽、橘北、
片浦、豊川（全域）、上府中（全域）、桜井

おだチケ配布
対 象 者 70歳以上の運転免許証非保有者 70歳以上の運転免許証非保有者、

妊婦
利 用 で きる
バ ス 路 線 対象地区内の路線のみ利用可能 対象地区以外の路線でも利用可能

※一部路線（伊豆箱根バスを含む）は利用不可

Ｉ
Ｄ
Ｐ
３
８
７
７
２　

Ｉ
Ｄ
Ｐ
３
８
７
７
３　
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折
り
の
国
で
す
が
、
令
和
4
年
の
最
新
の
概

算
値
で
は
、
日
本
人
1
人
が
1
年
当
た
り
に

消
費
す
る
魚
の
量
が
過
去
最
低
の
22
㎏ 
と
な

り
、
日
本
人
の「
魚
離
れ
」が
深
刻
な
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
過
去
の
魚
の
消
費
量
を
調
査
す

る
と
、
突
出
し
て
消
費
量
の
高
い
年
が
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

お
魚
ブ
ー
ム
に
名
曲
あ
り

　

日
本
人
の
魚
の
消
費
量
は
平
成
13
年
が

ピ
ー
ク
で
す
。「
平
成
の
お
魚
ブ
ー
ム
」と
呼

ば
れ
る
そ
の
裏
に
は「
お
さ
か
な
天
国
」が
あ

り
ま
し
た
。
一
度
聴
い
た
ら
忘
れ
ら
れ
な
い

中
毒
性
の
あ
る
リ
ズ
ム
と
歌
詞
で
、
子
ど
も

深
刻
化
す
る「
魚
離
れ
」

　
「
魚
離
れ
」を
食
い
止
め
な
く
て
は
―
。

　

全
て
は
こ
の
思
い
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

魚
の
消
費
大
国
と
し
て
日
本
は
世
界
で
も
指

た
ち
の
心
を
つ
か
み
、
全
国
の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
席
巻
。
そ
の
結
果
、
食
卓
に

魚
が
並
ぶ
機
会
が
増
え
、「
平
成
の
お
魚
ブ
ー

ム
」を
巻
き
起
こ
し
た
の
で
す
。

巻
き
起
こ
せ
！

　
　
令
和
の
お
魚
ブ
ー
ム

　
日
本
を
代
表
す
る「
お
さ
か
な
ソ
ン
グ
」と

す
る
た
め「
小
田
原
」と
い
う
言
葉
は
あ
え
て

歌
詞
に
使
わ
ず
、
そ
の
代
わ
り「
オ
シ
ツ
ケ
」

「
ウ
ズ
ワ
」な
ど
、
全
国
的
に
は
耳
に
し
な
い

小
田
原
で
の
呼
び
名
を
使
う
こ
と
で
、
小
田

原
を
感
じ
ら
れ
る
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
楽
曲
は
、
魚
の
消
費
拡
大
な
ど
の

P
R
に
活
用
す
る
場
合
に
は
、
無
償
使
用
を

可
能
と
し
た
こ
と
か
ら
、
発
表
以
降
、
首
都

圏
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
北
海
道
、
大

阪
の
市
場
ま
つ
り
で
も
使
用
さ
れ
、
徐
々
に

全
国
へ
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

小
田
原
発
の「
オ
ー
！
サ
カ
ナ
!!
」で「
令

和
の
お
魚
ブ
ー
ム
」を
巻
き
起
こ
し
ま
し
ょ

う
！

令
和
の
お
魚
ブ
ー
ム
！？

「
オ
ー
！
サ
カ
ナ
！！
」
M
V
完
成

7
月
に
発
表
し
た
水
産
業
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ソ
ン
グ「
オ
ー
！
サ
カ
ナ
!!
」

の
M
V
（
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
）

が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
本
楽

曲
の
誕
生
秘
話
の
一
部
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
本
楽
曲
を
見
て
・
聴
い

て「
令
和
の
お
魚
ブ
ー
ム
」を
巻
き
起

こ
し
ま
し
ょ
う
！

\EPA
!/

\DHA!/

問
水
産
海
浜
課 

☎（
２
２
）９
２
２
７

小
田
原
発
！

完成した
MVは
こちら！

　魚介類に多く含まれるDHAは脳の働きを助
け、EPAは血液中の中性脂肪を減らすことから、
魚を食べると「頭が良くなる」「元気になる」とい
われています。最近では、魚肉タンパクの健康
効果も注目され、魚肉の優れた消化吸収性や
整腸作用、短期記憶力の向上や認知症予防な
ど、さまざまな機能が分かってきています。

 ベーシスト 藤森真一さん
（本市出身ロックバンド「藍坊主」）

茅ヶ崎市在住音楽プロデューサー 
ハンサム判治さん

弾き語りトラックメイカーアイドル 
眉村ちあきさん

 音楽プロデューサー 亀井栄さん
（LIVE HOUSE 小田原姿

しゃれいど

麗人統括）

作詞・作曲：

編 曲 など：

歌 唱 ：

プロデュース：

　「オー！サカナ！！」は48種類
の魚の名前がリズミカルに登
場するエレクトロニック・ダン
ス・ミュージックです。一度聴
いたら最後、ついつい口ずさん
でしまうこと間違いなし!

魚を食べるとい
いこと尽くし!!

「オー！サカナ！！」制作スタッフ

▲藤森真一さん 

▲眉村ちあきさん

▲ハンサム判治さん

▲亀井栄さん

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」と
は
？

市
に
は
毎
日
、
さ
ま
ざ
ま
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、「
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
公
募
手
続
）」に
つ
い
て
、
キ
ク
コ
が
紹
介

し
ま
す
。

　
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」と
は
、
市
の
政
策
な
ど
の
策
定
段
階
で
、

あ
ら
か
じ
め
そ
の
案
を
公
表
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
や
情
報

を
政
策
な
ど
に
反
映
さ
せ
る
制
度
で
す
。

Ｑ
　
提
出
さ
れ
た
意
見
は
、
政
策
な
ど
に
反
映
で
き
る

か
検
討
し
、
後
日
、
意
見
の
概
要
と
そ
れ
に
対
す
る

市
の
考
え
方
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
す
る

よ
。

提
出
し
た
意
見
は
、

そ
の
後
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
る
の
？

Ａ Ｑ
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
投
稿
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
担
当

所
管
窓
口
、
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、
行
政
情

報
セ
ン
タ
ー
に
配
架
さ
れ
て
い
る「
意
見
記
入
用
紙
」

を
使
っ
て
提
出
し
て
ね
。

意
見
は
ど
の
よ
う
に
提
出
で
き
る
の
？

Ａ

皆さんの声を
お寄せください

問広報広聴室 ☎（33）1263

　市では、皆さんからの市政に対する提案などをお待ちしています。市ホームページや郵送で受け付ける「市
長への提案」ID P29575 や、担当部署に直接伝える「問い合わせフォーム（市ホームページの各ページ下段に
あります）」、市内250の自治会ごとに選任している「広報委員制度」ID P24365 などをご利用ください。

パブリックコメントの実例

実施中のパブリックコメント

▲ 小田原市基本
構想について

小田原市基本構想の策定

●意見募集期限
　11月13日（水）まで

　過去にはこんな意見が政策などに反映
されました。

　災害時、決められた場所や避
難所に公的Wi-Fiスポットや充
電設備が確保されていれば、市
民の安心につながると思います。

　「広域避難所が開設され、長期避難が想定され
る場合、避難所で利用可能なWi-Fi等の通信手段
の確保や充電対策について検討する」という一文
が計画に追記されました。

●計画に反映されました

問企画政策課 ☎（33）1253

小田原市非常時通信システム基本計画
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来
年
度
か
ら
動
き
出
し
て
い
く
第

7
次
小
田
原
市
総
合
計
画
に
向
け
︑

ま
ず
新
し
い
基
本
構
想
の
行
政
案
に

つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見

を
頂
く
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
て
い
ま
す
︒
行
政
案
の
中
で
は

将
来
都
市
像
と
し
て
﹁
誰
も
が
笑
顔

で
暮
ら
せ
る
︑
愛
す
べ
き
ふ
る
さ
と

小
田
原
﹂
を
掲
げ
︑
具
体
的
に
目
指

す
べ
き
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
姿

を
﹁
地
域
自
給
圏
﹂
と
表
現
し
て
い

ま
す
︒
こ
の
言
葉
︑
お
そ
ら
く
多
く

の
皆
さ
ん
に
は
な
じ
み
の
な
い
も
の

だ
と
思
い
ま
す
︒

　
私
は
︑
私
た
ち
の
い
の
ち
や
暮
ら

し
を
支
え
る
た
め
に
必
要
な
要
素

は
︑
で
き
る
限
り
足
元
の
地
域
に
お

い
て
賄
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
︑

こ
の
地
域
を
確
か
な
未
来
へ
と
つ
な

げ
て
い
く
上
で
何
よ
り
重
要
と
考
え

て
い
ま
す
︒
清
浄
な
空
気
や
水
は
も

と
よ
り
︑
健
や
か
な
い
の
ち
を
養
う

食
︑
暮
ら
し
や
経
済
に
欠
か
せ
な
い

安
全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
︑
住
ま
い
を
造

る
素
材
と
技
︑
日
常
生
活
を
支
え
る

も
の
づ
く
り
︑
健
康
を
守
る
医
療
︑

支
え
合
う
ケ
ア
︑
基
礎
的
な
社
会
単

位
で
あ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
︑
未

来
を
担
う
人
を
し
っ
か
り
と
育
て
る

教
育
︒
こ
れ
ら
の
要
素
を
地
域
で
確

保
し
て
い
る
姿
を
︑
私
は
﹁
い
の
ち

を
守
り
育
て
る
地
域
自
給
圏
﹂
と
呼

ん
で
い
ま
す
︒

　
こ
の
考
え
方
を
教
え
て
く
れ
た
の

は
︑
山
形
県
南
部
の
置お

き
た
ま賜
地
方
で
既

に
立
ち
上
が
っ
て
い
る
﹁
置
賜
自
給

圏
構
想
﹂
の
存
在
で
す
︒
江
戸
時
代

に
日
本
を
旅
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ザ

ベ
ラ
・
バ
ー
ド
女
史
は
︑
そ
の
記
録

﹁
日
本
奥
地
紀
行
﹂
に
﹁
東
洋
の
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
︵
桃
源
郷
︶﹂
と
し
て
︑

美
し
い
田
園
と
物
産
︑
そ
し
て
人
々

の
心
の
豊
か
さ
・
優
し
さ
を
讃た

た
え
て

い
ま
す
︒
都
市
に
依
存
す
る
の
で
は

な
く
︑
地
方
に
住
む
自
分
た
ち
が
郷

土
の
豊
か
さ
を
誇
り
と
し
︑
十
分
な

食
︑
も
の
づ
く
り
︑
そ
れ
を
支
え
る

自
然
環
境
︑
人
々
の
支
え
合
い
と
分

か
ち
合
い
︑
そ
れ
ら
を
大
切
に
す
る

文
化
を
育
て
て
い
こ
う
と
す
る
理
念

で
す
︒
日
本
各
地
に
は
︑
こ
う
し
た

動
き
の
兆
し
が
見
え
始
め
て
お
り
︑

静
か
な
︑
し
か
し
確
か
な
潮
流
と

な
っ
て
い
く
と
私
は
見
て
い
ま
す
︒

　
翻
っ
て
︑
箱
根
外
輪
山
︑
丹
沢
山

塊
︑
曽
我
丘
陵
に
抱
か
れ
︑
酒
匂
川

な
ど
の
河
川
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た

肥ひ
よ
く沃
な
田
園
を
擁
し
︑
気
候
温
暖
で

資
源
豊
か
な
故
に
古

い
に
し
えよ
り
多
彩
な
文

化
や
な
り
わ
い
が
栄
え
て
き
た
︑
小

田
原
を
中
心
と
す
る
酒
匂
川
流
域
︒

こ
こ
を
一
つ
の
自
立
し
た
生
活
経
済

圏
︑
文
化
圏
と
し
て
︑
そ
の
豊
か
さ

を
磨
き
上
げ
て
い
け
ば
︑
未
来
に
向

け
て
真
に
安
心
な
地
域
社
会
︑
循
環

型
の
持
続
可
能
な
地
域
圏
が
で
き

る
︑
そ
し
て
そ
れ
が
日
本
の
未
来
を

照
ら
す
こ
と
に
な
る
と
︑
私
は
確
信

し
て
い
ま
す
︒

加
藤 

憲
一

地域自給圏

おだわライブラリーおだわライブラリー30th
中央図書館（

かもめ）

問図書館 問図書館 ☎☎49-780049-7800ID P38068

Welcome to

第7話

中央図書館（かもめ）は、今年で開館30周年。
時代やニーズによって、今までも、そしてこれからも変わって
いく図書館の意外と知らないお話を紹介していきます。

いろいろなサービスで
「読書の秋」を堪能

いつでもどこでも読める「電子図書館」

　仕事や学校、家事、育児などによって、普段なかなか図書
館へ足を運べない人も多いはず。そんな人のために図書館で
は、電子書籍をスマホやタブレットで読むことができる「電子
図書館サービス」を行っています。
　現在の利用可能冊数は２千を超え、中には文字の拡大や音
声読み上げ機能が付いているものもあります。
　市内に在住・在勤・在学の人で、図書館の利用者カードを持っ
ていれば、電子図書館サイトで、ＩＤに９桁の図書館利用者
番号、パスワードに８桁の西暦生年月日を入力し
て、すぐ利用できます。ぜひ「電子図書館」を楽
しんでください。

　中央図書館(かもめ)では、図書館の利用が難しい地域に住
む人へ、読書の楽しさを届けるために、主に放課後児童クラ
ブや自治会、図書室や図書コーナーなどへ、定期的に本を届
けています。
　いろいろな場所で本との出会いを楽しんでもらえるよう、
届ける先の利用者に合
わせて、小説から絵本ま
で幅広く選んでいますの
で、図書館に来れなくて
も、読書を楽しむことが
できます。

地域への配本活動「自動車文庫」

▲電子図書館

▲自動車で配本しています

美しい海を守っていこうという願いが込められた海の妖精。
クジラの帽子をかぶりお腹にアジが泳いでいる。

ウ～ミィ

ム
ロ
ア
ジ
は
小
田
原
で
は「
ア
カ
ゼ
」と
呼
ば
れ
、
近
年
急
激
に
漁
獲
量
が
増

え
て
い
る
魚
の
一
つ
で
、
小
田
原
の
新
た
な
秋
の
風
物
詩
で
す
。
脂
が
乗
り
、

口
の
中
で
と
ろ
け
る
ム
ロ
ア
ジ
の
魅
力
を
お
伝
え
し
ま
す
！

　
ム
ロ
ア
ジ
の
主
な
漁
場
は
東
シ
ナ
海
で
し
た
が
、
近
年
は
秋
を
迎
え
る

と
小
田
原
で
も
多
く
水
揚
げ
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
あ
る
魚
料
理

図
鑑
で
は「
魚
類
中
で
も
っ
と
も
う
ま
い
」
と
の
表
記
も
。
朝
獲
れ
で
も
、

夕
方
に
は
身
が
緩
み
始
め
る
く
ら
い
鮮
度
落
ち
が
早
く
、
刺
し
身
で
食
べ

ら
れ
る
の
は
、
漁
港
が
近
い
小
田
原
市
民
の
特
権
で
す
。

漁
獲
量
急
増
中
！
味
は
魚
類
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
！

　
全
国
的
に
は
サ
ン
マ
や
イ
カ
の
漁
獲
量
が
減
っ
て
い
る
一
方
、
小
田
原

で
は
ム
ロ
ア
ジ
な
ど
、
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
魚
の
漁
獲
量
が
増
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
人
気
だ
っ
た
魚
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
食
べ
た
こ

と
の
な
い
お
い
し
い
魚
も
い
ま
す
の
で
、
今
獲
れ
て
い
る
魚
を
満
遍
な
く

食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

今
獲
れ
て
い
る
魚
を
満
遍
な
く
食
べ
よ
う

Season2

問水産海浜課 ☎22-9227ID P36260

Vol.10

今回発見したのは…「ムロアジ」

　ムロアジを刺し身で食べられるのは、
朝獲れが基本の小田原ならでは。とろけ
る脂と強い旨味をお楽しみください。

ウ～ミィ'sキッチン

ムロアジの刺身ムロアジの刺身

◀ おいしさの伝わる
動画はこちら

おいしい海の幸は小田原の魅力の
一つ！ボクと一緒に旬の魚を
見つけて絶品グルメを堪能しよう♪

ウ～ミィウ～ミィとと行く行く！！

小田原おさかなツアー小田原おさかなツアー

「オー！サカナ！！」
の歌詞にも出てくる
ムロアジは小田原の
新たな魚スター！



あすの暮らしと出会う
●市ホームページのサイト内検索に  ID  の「P＋5桁の数」を入力し検索すると、
　詳しい内容がご覧になれます。

⃝募集記事で、定員制・申込先着順のものについては、記載がない限り申込開始日は 11月11日（月）からとします。
⃝担当部署名の前に 申込 とある場合は、電話で申し込みができます。市外局番がないものは（0465）です。
⃝市役所への郵便物は、記事に指定がある場合を除き、「〒250-8555 小田原市⃝⃝課（室）」で届きます。

日  日時　期  期間　時  時間　場  場所　内  内容　対  対象　定  定員
費  費用（記載のないものは無料）　持  持ち物　出  出演　任  任期　選  選考
額  支給額・謝礼　講  講師　申  申し込み（期限があるものは必着）
Ｅ  Eメール　主  主催　関  関係課　問  問い合わせ

公式X（旧ツイッター）も
チェック!

＠Odawara_City

後期高齢者医療
紙の保険証廃止に係る運用変更
 ID  P38321 � 保険課 ☎︎33-1843
紙の保険証廃止に伴い、12月2日（月）
以降、75歳年齢到達による資格取得
や住所変更などによる資格変更が
あった場合、マイナ保険証をお持ち
でない人には紙の保険証の代わりと
なる「資格確認書」を交付します。マ
イナ保険証をお持ちの人には被保険
者資格を簡易に把握できる「資格情
報のお知らせ」を交付予定と、広報小
田原10月号でお知らせしましたが、
国の方針変更により、次の一斉更新

（令和7年8月）まで「資格確認書」が
交付される運用となりました。なお、
12月1日（日）までに発行された紙の
保険証は有効期限（令和7年7月31
日）まで使えます。

市民活動・協働応援制度補助金
 ID  P37286 � 地域政策課 ☎︎33-1458
令和7年度の補助金を希望する団体
を募集します。事前相談や申請の窓
口は、U

う め こ

MECOです。
●対象団体
　・�市を中心に市民活動を行い、今後

も継続する見込みがある団体
　・�3人以上で構成され、営利を目的

としない団体
●金額

スタート
アップコース

事業費の100％以
下で、10万円が上限

（過去に本補助金の
交付を受けていな
い団体に限る）

ステップ
アップコース

事業費の70％以下
で、20万円が上限

市民
タイアップ
コース

事業費の70％以下
で、30万 円 が 上 限

（市民活動団体と地
域、事業者など（行
政を除く）が協働）

市民×行政
コラボアップ
コース

事業費の90％以下
で、30万 円 が 上 限

（市民活動団体と行
政が協働）

●申し込み
　�12月15日（日）正午までに、応募書

類を直接UMECOに提出
※�事業費は、国・県・他の地方公共団

体の補助金などを控除した額
※�詳しくは、UMECO、市

内公共施設、ホームペー
ジにある「応募の手引
き」をご覧ください。 ▲募集ページ

65～74歳で障がいがある人へ
（後期高齢者医療制度）

 ID  P26141 � 保険課 ☎︎33-1843
65歳以上で一定の障がいがある人
は、75歳未満でも申請により後期高
齢者医療制度に加入できます。加入
すると、保険料や医療機関窓口での
負担割合が下がる場合があります

（所得によって異なります）。
場 市役所2階保険課
対 65～74歳で、次の障がいがある人
　 ・�身体障害者手帳1〜3級、4級の

一部
　 ・精神障害者手帳1・2級
　 ・療育手帳A1・A2
　 ・障害年金受給者の一部
持 ・�障害者手帳や年金証書など、対

象となる障がいの程度を証明で
きるもの

　 ・�国民健康保険証または資格確認書
（国民健康保険に加入している場合）

　 ・�マイナンバーカードまたは通知
カード

 　・�別世帯の人が手続きする場合
は、委任状（成年後見人の場合
は、登記事項証明書）と手続きす
る人の身分証明書

お知らせお知らせ
郷土文化館・松永記念館休館
 ID  P37390 � 郷土文化館 ☎︎23-1377
展示入れ替えなどのため、休館します。
●郷土文化館
　期 �12月16日（月）～令和7年1月3

日（金）
●松永記念館
　期 �12月18日（水）～令和7年1月3

日（金）

11月30日は「年金の日」
 ID  P28353 �小田原年金事務所 ☎︎22-1391
この機会に、ご自分の年金記録や年
金見込額を確認しましょう。「ねんき
んネット」では、パソコンやスマホな
どからいつでも次のことができます。
・最新の年金記録の確認
・将来の年金見込額の試算
・電子版「ねんきん定期便」の閲覧
・受給に関する各種通知書の確認
関 保険課

看板設置の許可（更新）手続き
 ID  P01756 � 都市計画課 ☎︎33-1593
店舗の看板などの設置には、市屋外
広告物条例による許可が必要です。
また、許可期間満了後も引き続き設
置するためには、更新手続きが必要
です。許可内容をご確認ください。
12月は更新月です。該当する人は、忘
れずに更新手続きをしてください。

教育委員の任命
 ID  P02106 � 教育総務課 ☎︎33-1671
井上孝男委員の任期満了に伴い、市
議会の同意を得て、
齊藤修一さんを教
育委員に任命しま
した。任期は、10月
1日から4年間です。

マイナンバーカードの申請
をお手伝いします
 ID  P23240 � 戸籍住民課 ☎︎33-1384
マイナンバーカードの申し込みは、
市施設などの出張申請サポートの
他、戸籍住民課3D窓口で申請のサ
ポートを実施しています。一人15分
程度で手続きします。職員が撮影す
るので、写真の準備は不要です。
日 �月〜金曜日（祝日を除く）
　 9：00〜16：30
持 ・通知カード
 　・�本人確認書類（運転免許証や健

康保険証など）
※�顔写真付き本人確認書類を含む2

点を持参すると、カードを郵送で
受け取ることができます。

バスd
で

eおでかけプロジェクト
 ID  P14865 � 地域交通課 ☎︎33-1405
公共交通の利用を促進し、二酸化炭
素排出量の削減と周辺道路の混雑緩
和などを図るため、バス会社とダイ
ナシティ内の店舗などが連携し、バ
ス無料乗車券を配布します。
●配布方法
　�ダイナシティ内の店舗（一部対象

外有り）で、1日税込み3千円以上
の買い物をした人に配布します。

　※配布当日のレシートのみ有効
　※�税込み3千円ごとに1枚（1日最

大2枚まで）
　※1日100枚・当日先着順
　期 11月1日（金）～30日（土）
　場 �①�ダイナシティイースト1階イ

トーヨーカドーサービスカ
ウンター

　　 ②�ダイナシティウエスト1階イ
ンフォメーション

●利用について
　期 12月31日（火）まで
　　 ※1枚につき1回限り有効
　内 �「ダイナシティ」または「小田原

東郵便局前」バス停で、乗車ま
たは下車する場合のみ有効

齊藤修一さん

マイナンバーカード出張申請
 ID  P32243 �戸籍住民課 ☎︎33-1384

マイナンバーカードの申請を以下の
日程で受け付けます。顔写真を無料
で撮影し、15分程度で完了します。
日 ①11月12日(火)・21日(木)
　 ②11月15日(金)・26日(火)
　 ③11月20日(水)・28日(木)
　 10：00～16：00
　 (12：00～13：00は除く)
場 �①いずみ3階集会室301
　 ②マロニエ2階集会室203
　 ③�こゆるぎ3階集会室
持 ・�マイナンバーカード交付申請

書（お持ちでない場合、事前に
お問い合わせください）

　 ・通知カード
　 ・�本人確認書類2点以上（運転免

許証、保険証など）
　 ※�顔写真付き本人確認書類を含

む2点を持参で、カードを郵送
で受け取ることができます。

次の保険料の納期限は、12月2日（月）
です。期限までに納めてください。
①国民健康保険料第6期
②介護保険料第6期
③後期高齢者医療保険料第5期

保険料の納付
 ID  P36492 � ①保険課 ☎︎33-1834

②高齢介護課 ☎︎33-1840
③保険課 ☎︎33-1843

11月の納税
 ID  P01397 �
課税内容 資産税課　 ☎33-1361
納付関係 市税総務課 ☎33-1345

12月2日（月）は、固定資産税・都市
計画税（第3期）の納期限です。期限
までに納めてください。口座振替を
ご利用の人は、納期限前日までに
預貯金残高をご確認ください。
※�土・日曜日、祝・休日は、マロニエ

住民窓口、アークロード市民窓口
で納付できます。コンビニエンス
ストア、スマホ決済、地方税統一
QRコードによる電子納付は原
則いつでもご利用できます。い
ずれも納付書が必要です。

令和6年（2024年）　11月号　No.1267 1抜き取ってお読みください



お知らせお知らせ
犯罪被害者週間
11月25日（月）～12月1日（日）
 ID  P38770 � 地域安全課 ☎︎33-1775
犯罪被害者などの置かれている状
況、名誉または生活の平穏への配慮
の重要性などについて、皆さんの理
解を深めることを目的に犯罪被害者
週間パネル展を開催します。
期 11月25日（月）〜12月3日（火）
場 U

う め こ

MECO

交通安全ポスターコンクー
ル入賞者
 ID  P38837 � 地域安全課 ☎︎33-1396
市内の小・中学校の児童・生徒から
226点の作品が寄せられ、28点の入
賞作品が決定しました。（敬称略）
●小田原市長賞　
　國見日

ひ ゆ

結（白山中3年）
●小田原警察署長賞　
　鈴木美

み お

音（下府中小6年）
●小田原交通安全協会長賞　
　渡邉莉

り こ

子（三の丸小3年）
●小田原安全運転管理者会長賞　
　内田悠

はるか

（芦子小4年）
●�小田原管内青少年交通安全連絡協

議会長賞　
　古矢彩

さ な

夏（国府津小5年）
●小田原市教育委員会教育長賞　
　宮川夏

な つ ね

寧（豊川小2年）
この他にも、優秀賞9人、優良賞13人
が選ばれました。
●入賞作品（28点）の展示
　期 12月11日（水）〜20日（金）
　場 市役所2階市民ロビー

小学生の税の書道展
青色申告会 ☎︎24-2611

県西地域2市8町の小学生の書道展です。
●展示
　期 �11月9日（土）〜28日（木）
　　 9：00〜22：00
　場 三の丸ホール・ギャラリー回廊　
●表彰式
　日 11月24日（日）
　場 青色申告会青色会館3階大ホール
　関 市税総務課

バリアフリー・省エネ・耐震 
改修住宅の固定資産税の軽減

資産税課 ☎︎33-1371
一定の条件の下で、既存住宅に次の
改修工事を行った場合、次年度の家
屋の固定資産税が減額されます。
①バリアフリー改修工事  ID  P12651 

　�浴室・便所の改良、床の段差解消など
②省エネ改修工事  ID  P12650 

　�窓の改修（必須）、床・壁・天井の断熱
改修など

③耐震改修工事  ID  P12644 

　�現行の耐震基準に適合した耐震改
修

申 工事完了後3カ月以内

事業者の人へ11月末に
償却資産申告書類などを送付
 ID  P28014 � 資産税課 ☎︎33-1362
事業のために用いる機械・器具・備品

（事務所の机、椅子、棚、パソコン）や
外構工事（舗装路面、庭園、門、塀、緑
化施設）などは「償却資産」に該当し、
固定資産税の対象となります。工場、
店舗、飲食店、不動産貸付業、医療機
関、薬局、農林水産業、売電業など、全
ての事業主は毎年1月末までに「償
却資産」の申告が必要です。申告方法
は税理士や資産税課にお問い合わせ
ください。これまで未申告の事業主
からの申告は随時受け付けています
ので、資産税課にご相談ください。
※�償却資産の申告は、インターネッ

トを利用した電子申告サービス
「eLTAX」でも受け付けています。

喫煙マナーの向上に
ご協力ください
 ID  P02607 � 環境保護課 ☎︎33-1474
自治会やボランティア活動など、地
域による環境美化活動が盛んに行わ
れていますが、路上喫煙・吸い殻のポ
イ捨てなどが後を絶ちません。特に
人通りが多い小田原駅周辺の「環境
美化促進重点地区」では、灰皿が設置
されている喫煙場所以外は喫煙でき
ません。この地区では携帯灰皿を携
帯し、立ち止まって喫煙することも
電子タバコも禁止です。また、小田原
駅西口喫煙所のスペース外での喫煙
は歩行者への受動喫煙となりますの
でおやめください。美しく住みよい
環境づくりにご協力をお願いしま
す。

県の出張労働相談
かながわ労働センター湘南支所

☎︎0463-22-2711（代）
賃金不払い、解雇、パワハラなどの労働問
題に県職員がお答えします（予約不要）。
日 毎週水曜日（祝・休日を除く）
　 9：00〜12：00、13：00〜17：00
場 �小田原合同庁舎1階県民の声・相

談室（☎32-8000（代））
関 産業政策課

としょかんお楽しみぶくろ
 ID  P19392 � 中央図書館（かもめ）

☎︎49-7800
本の楽しさを知ってもらうため、「お
楽しみぶくろ」に本を詰めました。中
身は借りてからのお楽しみです。
幼児向け、児童向けの他、一般（中高
生含む）向けも用意しています。
期 12月7日（土）〜なくなり次第終了
場 中央図書館（かもめ）
※1回の貸し出しは、1人1セット

おだわら・はこね家族会
 ID  P18187 � 高齢介護課 ☎︎33-1864
認知症の介護者同士で、介護の悩み
や困り事などについて話します。
日 ①11月15日（金）10：00〜12：00
　 ②12月20日（金）10：00〜12：00
場 ①市役所6階601会議室
　 ②市役所3階301会議室
対 �認知症の家族を介護している人

や認知症の人（申込不要）

Jアラート
全国一斉情報伝達訓練
 ID  P26916 � 防災対策課 ☎︎33-1855
防災行政無線の放送を実施します。
日 11月20日（水）11：00
内 ー上りチャイム音ー
　 �「これは、Jアラートのテストです」

×3回
　 �「こちらは、防災おだわらです」
　 ー下りチャイム音ー
※サイレンは鳴りません。
※�防災メールなどでも、同内容を配

信します。緊急速報メール、エリア
メールの配信はありません。

相続登記などの相談会
横浜地方法務局 ☎045-641-7943
相続登記および未登記の建物、境界
などに係わる相談会を毎月開催して
います。
日 11月12日（火）13：00～16：00
　 （最終受付は15：00まで）
場 �横浜地方法務局西湘二宮支局（中

郡二宮町1240-1）
申 �相続登記は西湘二宮支局（☎046
　 �3-70-1102）、表示登記は神奈川

県土地家屋調査士会（☎045-312
　 -1177）に電話で
主 �横浜地方法務局、神

奈川県司法書士会、
神奈川県土地家屋調
査士会

▲横浜地方法務局
ホームページ

暖房用具を使う機会が増え、空気も乾燥しているため、火災が発生しやすい
環境となります。火の取り扱いには十分注意しましょう。火事を起こさない
ことはもちろん、放火されない環境づくりも心がけましょう。
●消防車お絵描き展示会
　市幼年消防クラブ31園の園児が描いた消防車の絵を展示します。
　期 11月1日（金）〜10日（日）
　場 ダイナシティウエスト2・3階キャニオン
●消防フェスタ〜2024Aut 〜
　消防車の展示や子ども用防火衣の着装体験を実施します。
　日 11月10日（日）10：00〜15：00
　場 ダイナシティウエスト1階正面入口前
●駅頭広報
　幼年消防クラブの園児たちが火災予防広報を行います。
　日 11月12日（火）・13日（水）午前中
　場 小田原駅アークロード

秋季火災予防運動　11月９日（土）〜11月15日（金）　
〜守りたい　未来があるから　火の用心〜

 ID  P30318 � 予防課 ☎︎49-4428

悪質商法・詐欺撃退カレン
ダーをご活用ください
 ID  P32692 � 地域安全課 ☎︎33-1775
悪質商法による高齢者の消費者被害
が多く発生しています。そのような
被害に遭わないように、悪質商法・詐
欺撃退カレンダーを作成しました。
12月初旬に、自治会を通じて配布し
ます。また、市役所2階地域安全課、
各タウンセンター住民窓口、アーク
ロード市民窓口でも配布します。

マンション管理相談
 ID  P12298 � 都市政策課 ☎︎33-1307
分譲マンション管理組合の運営全
般、規約の見直し、大規模修繕、長期
修繕計画の見直しやその他日常生活
のトラブルに関する相談などを、マン
ション管理士が無料でお受けします。
日 毎月第2金曜日13：30〜16：30
場 市役所2階市民相談室
対 �市内分譲マンションの管理組合

の役員・区分所有者・居住者

年末調整などの資料
 ID  P25992 �
年末調整・法定調書（小田原税務署） 

☎︎35-4511
給与支払報告書（市民税課） 

☎︎33-1354
年末調整関係書類は国税庁ホーム
ページをご覧ください。
給与支払報告書は市役所2階市民税
課、各タウンセンター住民窓口、アー
クロード市民窓口で配布しています。
年末調整の方法と法定調書の作成方
法は国税庁のホームページを、給与
支払報告書の作成方法は市ホーム
ページをご覧ください。
なお、法定調書や給与支
払 報 告 書 の 提 出 は、

「e
イータックス

-TAX」および「e
エルタックス

LTAX」
が便利です。

▲国税庁
　ホームページ

▲�小田原市長賞 國見日結さんの作品

令和6年（2024年）　11月号　No.12672
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おだわら駅伝競走大会
体育協会 ☎︎38-3310

新春恒例の「おだわら駅伝競走大
会」。地区対抗の部、一般対抗の部の
2部制で開催します（全7区間）。
日 �令和7年1月19日（日）8：30スター

ト、10：30頃フィニッシュ
費 �1チーム4千円（傷害保険料含む）
申 �12月18日（水）13：00までに、体育

協会にメンバー表を提出してくだ
さい。なお、新規チームで参加す
る場合は11月15日（金）までにご
連絡ください。

※�選手通過時間前後は交
通規制を行います。ご
協力をお願いします。

ホテル椿山荘東京
「ほたるの幼虫放流式」

 ID  P38892 � 文化政策課 ☎︎33-1707
市と包括連携協定を締結したホテル
椿
ちんざんそう

山荘東京が、蛍の幼虫放流式へ招
待します。蛍の特別授業や、庭園ツ
アーも行います。放流した蛍は、5月
中旬頃から、山

やまがたありとも

縣有朋が作庭を指揮
したホテル内庭園で見ることができ
ます。
日 �2月1日（土）10：00〜12：00、13：

00〜15：00
場 �ホテル椿山荘東京（東京都文京区

関口2-10-8）
対 �市内小学校に通う児童とご家族

30組・多数抽選
　 ※�一組当たり最大4人（必須条件大

人1人、小学生1人）
申 �12月15日（日）までに、

ホテル椿山荘東京の
専用ページから

社会教育指導員
 ID  P38866 � 生涯学習課 ☎︎33-1890
講座の企画・運営や学習相談などを
行います。
勤務条件　�週4日程度8：30～17：15、

曜日は応相談（土・日曜日、
祝・休日勤務有り）

場 生涯学習センターけやき
対 �基本的なパソコン操作ができ、次

の事項に該当する人・1人
　 ・�社会教育・生涯学習事業に興味・

熱意がある（職務経験、社会教育
主事の任用資格があることが望
ましい）

　 ・普通自動車運転免許資格がある
　 ・�地方公務員法第16条の欠格事

項に該当しない
任 �令和7年4月1日から1年間（更新有り）
選 小論文、面接
額 �月額18万7116円
　 �（交通費別、社会保険・雇用保険へ

の加入有り）
申 �11月22日（金）までに、

電子申請で

▲体育協会

HP

▲�電子申請
システム

「女性の人権ホットライン」
強化週間
 ID  P37023 �横浜地方法務局人権擁護課

☎︎045-641-7926
専用ナビダイヤル ☎︎0570-070-810
女性を巡るさまざまな人権問題につ
いて、人権擁護委員および法務局職
員が次の期間、通常の時間を延長し
て相談を受け付けます。
期 11月13日（水）〜19日（火）
　 8：30〜19：00（平日）、
　 10：00〜17：00（土・日曜日）
関 人権・男女共同参画課

女性に対する暴力をなくす運動
11月12日（火）～25日（月）
 ID  P19010 � 人権・男女共同参画課

☎︎33-1725
運動期間中に合わせ、啓発を行います。
●DV防止パネル展
　期 11月11日（月）〜22日（金）
　場 U

う め こ

MECO
●パープルライトアップ
　�小田原城をシンボルカラーの紫色

にライトアップします。
　日 11月12日（火）・25日（月）
　　 19：30〜20：30

下水道に異物・雨水を
流さないで
 ID  P14263 �給排水業務課 ☎︎41-1632
水に溶けない紙や髪の毛、生理用品、
油、布類などの異物を下水道に流す
と、汚水ポンプや下水道本管の詰ま
りの原因となります。周囲の家で汚
水があふれるなど、多大な影響を及
ぼす恐れがありますので、下水道に
異物を流さないでください。また、下
水道に雨水が流れ込むと、大雨のと
き、処理場で処理しきれない恐れが
あります。雨水が誤って汚水管に接
続されていないか、確認してくださ
い。詳しくは、お問い合わせください。

11月は不法投棄撲滅強化月間
 ID  P21364 �環境事業センター ☎︎34-7325
市ではパトロールを実施し、不法投
棄の防止に努めています。不法投棄
を見かけたら、すぐに小田原警察署

（32-0110）へ連絡してください。
●不法投棄は犯罪です！
　�家電や引っ越しごみが、ごみ集積

場所に出されるケースが目立ちま
す。これらも不法投棄となり、法律
によって厳しく罰せられます。

●個人でできる取り組み
　�自己が所有する土地を適正に管理

し、不法投棄されにくい環境づく
りに努めましょう。また、家電や大
型ごみは、「ごみと資源の分け方
出し方ガイド」を確認して、ルール
を守って出しましょう。

▲昨年度の様子

お知らせお知らせ
人権メッセージパネル展
 ID  P38820 �  人権・男女共同参画課

 ☎︎33-1725
12月4日（水）〜10日（火）の人権週間
に先立ち、著名人による人権メッセー
ジパネルを展示します。特定失踪者
パネルの展示も併せて行います。
期 11月18日（月）〜22日（金）
場 市役所2階市民ロビー

ドッグラン
 ID  P35859 � 環境保護課 ☎︎33-1481
ドッグランを開設します。
日 �11月16日（土）・17日（日）・30日

（土）、12月1日（日）・7日（土）・8日
（日）10：00～15：00 ※荒天中止

場 上府中公園多目的広場
持 �狂犬病予防注射済票（令和5年度

または令和6年度のもの）
※�事前申込は不要ですが、利用条件

があるため、市ホームページで確
認してからお越しください。

冬の感染症にご注意を！
 ID  P36605 �健康づくり課 ☎︎47-0828
冬は、インフルエンザや新型コロナ
ウイルス感染症などの感染症が流行
します。感染対策を実践し、元気に過
ごしましょう。マスクの着用を含め
た咳エチケット、手洗い（手指消毒）、
換気などが効果的です。

11月14日は世界糖尿病デー
 ID  P32683 �健康づくり課 ☎︎47-4723
小田原城を世界糖尿病デーのシンボ
ルカラーのブルーにライトアップ
し、糖尿病の早期発見、早期治療の普
及啓発を図ります。
期 �11月13日（水）〜15日（金）
　 19：30〜20：30

献血
 ID  P17481 �健康づくり課 ☎︎47-0828
日 ①11月2日（土）10：30〜14：00
　 ②11月3日（祝）・10日（日）
　　 10：00〜12：00、13：45〜16：00
　 ③11月16日（土）
　　 10：00〜12：00、13：45〜16：00
　 ④11月20日（水）9：30〜11：30
　 ⑤11月24日（日）
　　 10：00〜12：00、13：45〜16：00
　 ⑥11月29日（金）9：30〜11：00�
　 ⑦�11月29日（金）10：00〜12：00、

13：30〜16：00
場 ①小田原アリーナ
　 ②ダイナシティイースト
　 ③ミナカ小田原④（株）TOKAI
　 ⑤フレスポ小田原シティーモール
　 ⑥小田原税務署⑦小田原警察署

▲昨年度の様子

募 集募 集
自己理解から始める就活講座
 申込  県西部地域若者サポートステーション

☎︎32-4115
�自分に合った仕事探しに向けて「自
分を知る」ことから始めましょう。
①�自分の強み・弱みがわかる「職業適

性検査（GATB）」
　日 �11月27日（水）、12月11日（水）
　　 10：00～11：00　
　定 各回6人・申込先着順
②�「やりたいこと」が見つかる「興味

検査（レディネステスト）」
　日 �11月28日（木）、12月3日（火）
　　 10：30～12：00
　　 ※事前説明有り    
　定 各回5人・申込先着順
①②共通
　場 �県西部地域若者サポートス

テーション、Z
ズ ー ム

oom
　　 ※12月3日（火）はZoom開催のみ
　対 �15～49歳の仕事を探している、

雇用保険未加入の人
　　 ※事前にサポステ登録が必要
　申 �各開催日3日前まで

に、電話またはサポ
ステホームページ
の問い合わせフォー
ムで

市営住宅入居者（定期募集）
 ID  P32677 � 建築課 ☎︎33-1553
対 �一定の要件（所得制限、市税の滞

納がない、市内1年以上在住、単身
者の年齢制限など）を満たす人

募集予定戸数　約20戸
家賃　�住宅の築年数や間取り、入居

する世帯の所得で毎年決定
敷金　入居時の家賃の3カ月分
　　　※�風呂釜・浴槽設置は入居者

負担（浅原住宅を除く）
公開抽選　12月下旬（予定）
入居手続き　�入居請書、同意書など

の書類を提出
入居許可日　令和7年3月1日（土）
　　　　　　※�鍵渡しは令和7年2月

26日（水）・27日（木）
申込用紙　�11月12日（火）〜12月5日

（木）に市役所、各タウン
センター住民窓口、アー
クロード市民窓口で配布

申込期間　�11月29日（金）〜12月5日
（木）

　　　　　9：00〜17：00
　　　　　※�11月30日（土）、12月1

日（日）は9：00〜12：00
申 �申込用紙に必要事項を書き、住民

票や所得証明など必要書類を添
えて、本人または入居家族が直
接。受付審査があります。

※保証人は不要です。
※次回の定期募集は6月です。
※�定期募集で入居が決まらない住戸

があった場合には、3月に随時募
集を行います。

▲�問い合わせ
　フォーム

▲ホームページ
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令和6年（2024年）　11月号　No.1267 3申込先着順で開始日の記載がない場合、 申込開始は11月11日（月） から



トレーニングルーム
利用者講習会＜12月分＞
 申込  ①小田原アリーナ ☎︎38-1144�
 申込  ②スポーツ会館 　☎23-2465
①小田原アリーナ
　日 毎週火曜日　19：00〜20：00
　　 毎週木曜日　14：00〜15：00
　　 毎週金曜日　11：00〜12：00
　　 毎週土曜日　19：00〜20：00
　　 毎週日曜日　11：00〜12：00
　　 ※�1日（日）・13日（金）・17日

（火）・28日（土）を除く。
　対 �高校生以上各日15人・申込先

着順
　申 �11月15日（金）9：00から電話ま

たは窓口で
②スポーツ会館
　日 12月14日（土）・26日（木）
　　 14：00〜15：00
　　 12月4日（水）18：30〜19：30
　対 高校生以上各日4人・申込先着順

小田原まちあるき
 申込  小田原ガイド協会 

☎︎22-8800
●�街かど博物館と名店志村屋米穀店
（約4km）

　日 11月18日（月）9：30～12：30
　　 集合　�小田原駅東口金次郎像前
　内 �小田原駅東口→茶舗江嶋→松

崎屋陶器店→志村屋米穀店
　定 20人・申込先着順
　費 700円（資料代・保険料を含む）
　持 健康保険証（写し可）・雨具
　申 11月13日（水）までに、電話で
●�秋色に染まる箱根　入生田～箱根

湯本（約6.5km）
　日 11月25日（月）9：30～14：30
　　 集合　箱根登山鉄道入生田駅　
　内 �入生田→山崎古戦場跡→前田

橋→箱根町役場（昼食）→早雲寺
→正

しょうげんじ

眼寺→玉
たまだれ

簾の滝→河鹿荘
　定 60人・申込先着順
　費 �1850円（弁当代・資料代・保険

料を含む）
　持 健康保険証（写し可）・雨具
　申 11月20日（水）までに、電話で
●�秀吉が攻め切れなかった、小田原北

条氏の総
そうがまえ

構（山側を歩く）（約8km）
　日 12月7日（土）9：00～15：30
　　 集合　�小田原駅西口三省堂書

店前
　内 �小田原駅→大稲荷神社→城下

張出→稲
い な り も り

荷森→一
いちまいばた

枚畠東→小
峰御鐘ノ台大堀切→二重戸張
→三の丸新堀土塁→板橋見附
→城址公園藤棚

　定 40人・申込先着順
　費 700円（資料代・保険料を含む）
　持 健康保険証（写し可）・雨具
　申 12月2日（月）までに、電話で
関 観光課
※ガイドにはインカムを使用します。

映画「二宮金次郎」上映会
 ID  P38682 �  申込  尊徳記念館

 ☎︎36-2381
令和元年に制作された映画「二宮金
次郎」の上映会を開催します。
日 12月1日（日）
　 10：00〜12：00（開場9：30）
　 14：00〜16：00（開場13：30）　
場 尊徳記念館
対 �小学生以上の人60人・申込先着順
申 �11月11日（月）から直接または電話で

食で生き生き！栄養教室
 ID  P03391 �  申込  健康づくり課

☎︎47-4721
「美味しく食べて健康に！バランス
を整えましょう」
高齢者に必要な栄養素の取り方など
の講話と調理実習、最後に試食も行
います。
日 12月10日（火）10：00～12：30　 　
場 尊徳記念館2階調理実習室
対 �市内在住の65歳以上の人20人・

申込先着順
費 500円（材料費）
持 エプロン、三角巾、布巾、マスク
申 �11月13日（水）～22日（金）に、電話で
共催　小田原創友クラブ
※�調理実習のため、マスク着用でお

願いします。

65歳からの筋トレ教室
 ID  P03393 �  申込  健康づくり課 ☎︎47-4721
①いそしぎ　マシン教室 
　日 �令和7年1月14日〜3月25日の

毎週火・木曜日14：00〜15：00 
（全19回）

②いそしぎ　ストレッチ教室
　日 �令和7年1月20日〜3月24日の毎

週月曜日11：10〜11：55（全9回）
③アリーナ マシン教室
　日 �令和7年1月13日〜3月17日の

毎 週 月・水 曜 日10：00〜11：
00、11：15〜12：15、12：30〜
13：30のいずれか（全18回） 

④アリーナ ストレッチ教室
　日 �令和7年1月9日〜3月13日の毎

週月・木曜日9：15〜10：30（全
17回）

①～④共通
体力測定
　日 �①②令和7年1月10日（金）、3月

27日（木）③令和7年1月8日（水）、
3月19日（水）④令和7年1月6日

（月）、3月17日（月）
　※�初回の体力測定に参加できない

と、教室に参加できないことがあり
ます。時間は別途お知らせします。

対 �市内在住の65歳以上の人①10人
②30人③30人④30人・多数選考

費 1500円（保険料）
申 �11月13日（水）〜20日（水）に、電

話または市ホームページで 
※�医師から運動を止められている

人、 「高齢者体操教室」に参加して
いる人は申し込みできません。

※�複数の教室には申し込みできません。

令和7年国勢調査の調査員
 ID  P38601 � 申込  総務課 ☎︎33-1296
期 令和7年9月〜10月
内 �世帯を訪問して、調査票の配布・回

収や回収した調査票の整理など
対 �20歳以上の責任を持って調査事

務を行える人（資格などは不要）
額 �1調査区（約40〜70世帯）当たり

平均約5万円（見込）
申 �令和7年2月28日（金）までに、ホー

ムページま
たは直接、郵
送、電話で

難病講演会
 申込  小田原保健福祉事務所

☎︎32-8000
「嚥

え ん げ

下障害とリハビリ～病気とうま
くつきあう飲み込みのヒント～」
日 12月6日（金）14：00～16：00
場 小田原合同庁舎2階D・E会議室
対 �難病患者・家族・支援者50人・申込

先着順
講 �弘中祥司さん（昭和大学歯学部口

こう

腔
くう

衛生学講座教授）
申 �11月29日（金）までに、電

話または申込フォームで
関 健康づくり課

思春期保健研修会（公開講座）
小田原保健福祉事務所 ☎︎32-8000

「若い世代の性（生）の健康を支える～
ユースクリニックの取り組みから～」
日 11月30日（土）13：30～15：30
場 小田原合同庁舎2階D・E会議室
対 �思春期の子どもの保護者、関係機

関の職員など50人・申込先着順
講 �門間美佳さん（藤沢女性のクリニッ

クもんま院長・医師） 
申 �11月20日（水）までに、

申込フォームで
関 健康づくり課

黒岩知事と県民との“対話の
広場”地域版　県西会場

 申込  神奈川県県西地域
県政総合センター企画調整課

☎︎32-8903
「“対話の広場”地域版」は、知事が県
内各地域に赴き、県民と直接意見交
換する場です。今回は「SDGsで、県
西地域の未来を創る！～未病の戦略
的エリアの先進的な取組～」をテー
マに、おだわらSDGs実行委員会会
長・原正樹さん、はれやか農園代表・
槇紗加さんの事例発表もあります。
日 12月11日（水）16：30～18：00
場 けやき2階けやきホール
申 �12月4日（水）ま で に、県 ホ ー ム

ページにある参加申込フォーム
または電話で。

関 政策調整課
※�詳しい内容や申込方

法は、県ホームページ
をご確認ください。

▲申込フォーム

▲申込フォーム

▲�県ホーム
ぺージ

HP

普通救命講習Ⅰ
 ID  P00490 � 救急課 ☎︎49-4441
成人の心肺蘇

そ せ い

生法とAEDの取り扱
いについて学びます。
日 12月21日（土）9：00〜12：00
場 市消防本部
対 �中学生以上（市消防本部管内に在

住・在勤・在学の人を優先）15人・
申込先着順

申 �11月21日（木）から電話（平日9：
00から17：00）で予約後、12月5
日（木）17：00までに申請書を最
寄りの消防署所へ直接

作家遠山彼方さん講演会
 申込  小田原駅東口図書館

☎︎20-5577
市出身で児童文庫作家の遠山彼方さ
んが、「物語づくりの世界」をテーマ
に講演します。
日 11月24日（日）14：00〜15：00
場 小田原駅東口図書館
対 小学生以上30人・申込先着順
申 �11月13日（水）9：00から、東口図

書館に直接、電話またはメールで
Ｅ lib-event@ohigashi-lib.jp
※�件名にイベント名、本文に氏名・電

話番号記載

小田原七不思議をめぐる
まち歩き
� 申込  小田原駅東口図書館 ☎︎20-5577
東口図書館が選んだ小田原の不思議
スポットを2回にわけて巡ります。①
は図書館での講義後に市街南部を、
②は市街西部を巡ります。
日 ①11月17日（日）9：15〜12：30
　 ②12月8日（日）9：00〜12：30
　 ※�荒天中止
　 ※どちらかのみの参加も可
場 ①集合　小田原駅東口図書館
　 　解散　観光交流センター
　 ②集合　市役所
　　 解散　早川駅
対 中学生以上各20人・申込先着順
費 150円（交通費・②のみ）
申 �11月12日（火）9：00から、東口図

書館に直接または電話で
協力　NPO法人小田原ガイド協会

お口のスキルアップ教室
 ID  P25284 �  申込  健康づくり課

☎︎47-4721
住み慣れた地域で、自立した日常生
活を送るためには、今のご自身のお
体の状態を知ることが大切です。
食事中にむせる、飲み込みが悪い、口
の中が渇くといった症状や改善方法
を学びます。 　
日 12月19日（木）14：00〜15：30
場 けやき4階第2会議室
対 �市内在住の65歳以上の人30人・

申込先着順
持 筆記用具、手鏡
講 勝俣宗さん（歯科医師） 他
申 �11月13日（水）〜12月6日（金）ま

でに、電話で

募 集募 集
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青少年指導者養成講座
〜プレイパーク編〜
 ID  P37808 � 青少年課 ☎︎33-1723
子どもと安全に体験学習を行うため
のスキルを身に付けます。実際にプ
レイパークを開催しながら、子ども
の自主性や創造性を育むような子ど
もとの接し方などを学びます。
日 12月14日（土）
　 10：00〜15：00（予定）
場 上府中公園内多目的広場
対 �青少年育成や子どもとの体験活

動に関心のある高校生以上の人
30人・申込先着順

講 �佐久間純
す み え

恵さん（Bring 
Out the Best）

申 �12月5日（木）までに、
電子申請システムで

家族介護教室
 ID  P18184 �  申込  高齢介護課

 ☎︎33-1864
介護に関する基礎的な知識や技術に
ついて学ぶ講座です。
日 ①12月17日（火）10：00〜12：00
　 ②�令和7年1月20日（月）10：00〜

12：00
場 ❶市役所7階大会議室
　 ❷Z

ズ ー ム

OOM
内 ①介護技術〜入浴・清拭〜
　 ②介護うつにならないために
対 �家族で高齢者の介護をしている

家族・介護に関心のある人
定 ❶30人❷100人・申込先着順
申 �❶前日まで❷1週間前

までに、電話または申
込フォームで

第52回相模人形芝居大会
 ID  P30485 � 相模人形芝居連合会

（南足柄市文化スポーツ課）
☎︎73-8062

江戸時代の中頃から伝わる人形芝居
を県内5団体が披露します。本市か
らは国の重要無形民俗文化財に指定
されている下中座が出演します。
日 �令和7年3月16日（日）12：30～16：

45（開場12：00）
場 �南足柄市文化会館 大ホール（南

足柄市関本415-1）
定 750人・多数抽選
申 �令和7年1月10日（金）までに、往

復はがきに住所・氏名・電話・参加
人数（2人まで）と氏名・返信用宛
先を書いて郵便で

　 〒250-0192南足柄市関本440
　 南足柄市文化スポーツ課
関 文化財課

▲�電子申請
システム

▲申込フォーム

かながわにじいろ・ほっと
スペース
 ID  P36270 �  申込  かながわにじいろ・

ほっとスペース事務局
☎︎045-306-6769

20代以下の性的マイノリティの人
や、その家族の交流会です。
日 12月1日（日）14：30〜16：30
場 小田原駅付近の公共施設
申 �11月29日（金）16：00までに、ホー

ムページまたは電話で
関 �人権・男女共同参画課

介護に関する
入門的研修　基礎講座

 申込  社会福祉協議会 ☎︎35-8143
介護の基本的な知識や技術を3時間
で学ぶことができます。
日 �令和7年1月25日（土）13：00〜16：30
場 �おだわら総合医療福祉会館4階

ホール
対 �介護の資格を保有していない人、

介護に関心や興味のある人50
人・申込先着順

申 令和7年1月14日（火）までに、電話で
関 福祉政策課

認知症サポーター養成講座
 ID  P18188 �  申込  高齢介護課

☎︎33-1864
日 ①11月13日（水）10：00〜12：00
　 ②12月10日（火）10：00〜12：00
場 ①こゆるぎ2階ホールA
　 ②小田原アリーナ1階大会議室
対 �市内在住・在勤・在学の人30人・申

込先着順
講 キャラバン・メイト
申 前日までに電話で

生
い き

ごみサロン講座
〜寄せ植えづくり〜
 ID  P16232 �  申込  環境政策課

☎︎33-1471
講座をきっかけに生ごみ堆肥化につ
いて学びましょう。ビオラなど冬に
咲く花で寄せ植えを作ります。
希望者には段ボールコンポストをプ
レゼントします。
日 11月22日（金）10：00〜11：30
場 フラワーガーデン温室
定 15人・申込先着順
費 �千円 ※作ったものは

持ち帰れます。
講 柏木孝太さん
申 �電話または電子申請システムで

▲�電子申請
システム

11/23（祝）
自然科学フォーラム
 ID  P38872 �  郷土文化館 ☎23-1377

「松浦先生の研究を基にした相模湾
の海藻相」
郷土文化館に収蔵している標本の学
術的価値や採集した地元の研究家の
活動について、お話を伺います。
時 13：30～14：30（13：00開場）
場 �県立生命の星・地球博物館　西側

講義室
定 50人・当日先着順
講 �高橋昭善さん（相模湾海藻調査会

主宰）

11/23（祝）
御用米曲輪現場説明会
 ID  P38825 � 文化財課 ☎︎33-1718
現在、御用米曲輪では、今後の史跡整
備に必要な情報を得るために、発掘
調査を実施しています。発掘現場の
状況や調査成果について、実際に現
場をご覧いただきながら、文化財課
職員がご説明します。
時 �①10：00〜10：45②11：00〜11：45
場 �城址公園内御用米曲輪（集合は弓

道場横）

11/23（祝）
遺跡調査発表会
 ID  P38822 �  文化財課 ☎︎33-1715
令和5年度に市内で実施された主要
な発掘について、調査担当者が映像
を駆使して解説します。
時 13：30〜17：00
場 三の丸ホール小ホール
定 100人・当日先着順

①11/23（祝）・24（日）②11/30（土）
ハルネ小田原10周年大感謝祭
 ID  P15881  �①街かど案内所 ☎23-1150

②商業振興課 ☎33-1596
①�みんなでカラフルペイント　巨大

お城をつくろう！
　時� 1日4回各回1時間
　　 10：30、11：30、13：30、14：30
　定 各回先着20人
　申 �11月1日（金）から、街かど案内所で
②�よしもとお笑いライブ
　時 14：00～15：00
　内 �くまだまさし、おばたのお兄さ

ん他MC含む3組が出演予定
主 商業振興課
参加・観覧条件などは、ハルネ小田原
ホームページをご覧ください。

▲くまだまさし ▲おばたのお兄さん

硬式テニス教室
 申込  小田原テニスガーデン

☎︎37-4712
週1回、月4回の月謝制でプロコーチ
が親切丁寧に指導します。ジュニア
から参加できるクラスを用意してい
ます。体験レッスンも随
時受け付けしています。
申 �小田原テニスガーデ

ンに、直接または電
話で

イベントイベント
11/5（火）〜11/11（月）　
母なる川　酒匂川写真展
 ID  P38877 �酒匂川水系保全協議会事務局

（環境保護課内） ☎︎33-1481
多くの応募の中から入選作品を展示
します。酒匂川の自然を守ることの
大切さを、改めて考えましょう。
場 �ダイナシティウエスト1階キャニオン広場
●表彰式
　日 11月9日（土）11：00〜12：00

11/16（土）・17（日）
健やかな食のまちキックオフイベント

「ローカルフードマルシェ」
 ID  P38874 �  健やかな食のまち小田原
推進協議会（観光課内） ☎︎33-1521

健やかな食のまちは、「市民の食生
活の充実」「食によるまちの活性化」
を目指しています。愛すべきふるさ
と小田原の食を楽しむことを目的
に、新鮮な魚を使った料理や、有機農
産物、採れたての野菜などを販売す
るイベントを開催します。小田原の
農水産物の試食もできます。
時 10：00～15：00
場 城址公園二の丸広場
※今年度の農業まつりは開催しません。

11/16（土）・17（日）
小田原・箱根「木・技・匠」の祭典
 ID  P15878 � 小田原・箱根「木・技・匠」の祭典

実行委員会 ☎︎32-5252
時 �10：00〜18：00（17日は16：00まで）
場 �三の丸ホール1階展示室、観光交

流センターにぎわい広場
内 �「こころおどる」をテーマに木工

職人が技を競い合った「木工 -1グ
ランプリ」受賞作品の展示や道具
展、ワークショップ、物販、からく
り箱体験を行います。スタンプラ
リーに参加すると、
景品がもらえます。

関 産業政策課
※�詳しくは、インスタグラ

ムをご確認ください。

▲小田原テニス
　ガーデン

HP

▲�インスタグ
ラム

募 集募 集

パート7
前曲げ・後ろ反りと脚腰
（小田原ちょうちん）

 ID  P25379 　問 健康づくり課 ☎︎47-4724
▲�動画で楽しく

覚えよう！

20th
①〜⑧
1回目と同じ
⑨〜⑯
2回目は左手と右手
の上下を変える

2回目
①・②〜③・④〜⑤・⑥

⑦・⑧

⑨・⑩〜⑪・⑫
⑬・⑭〜⑮・⑯

令和6年（2024年）　11月号　No.1267 5申込先着順で開始日の記載がない場合、 申込開始は11月11日（月） から



定例イベント
上府中公園

上府中公園�☎︎42-5511
●おもちゃ作り教室
　日 11月17日（日）
　　  10：00～12：00、
　　 13：00～15：00 ※雨天中止
　場 親水広場　
　対 小学生以下
　費 100～400円（材料費）
　　 ※ 作るもので金額が異なります。
●カミイチ（かみふなかクラフト市）
　 手作りのクラフト品を中心に出店

します。
　日  11月23日（祝）10：00～16：00

※荒天中止
●湘南オーガニック
　ファーマーズマーケット
　 移住して農業を始めた人による農

産物を主としたマルシェです。
　日  11月16日（土）、12月7日（土）

10：00～13：00
　　※荒天中止

フラワーガーデン
 申込 �フラワーガーデン�☎︎34-2814
※ 月曜日休園（祝・休日の場合は、翌

日以降最初の平日が休園）
●フェンネルの会作品展
　 花をテーマにした油彩・水彩画の

展示です。
　期  11月13日（水）～24日（日）
　　  9：00～17：00（13日は12：00か

ら、24日は15：00まで）
●トワイライトミッション
　 アロア・ワッド探検隊に冬季限定

特別ミッションを発令します。
　期  11月23日（祝）～令和7年1月13

日（祝）
●秋の味覚イベント
　・バンブーパン作り
　  竹にパン生地を巻き炭火で焼きます。
　　日  11月23日（祝）・24日（日）
　　定 各日10組・当日受付
　・ポン菓子の配布
　　日  11月23日（祝）
　　定 先着100人・当日受付
　・焼き芋の配布
　　日 11月24日（日）
　　 定  20組（1組につき1本）・申込

先着順
　　費 200円
　　申 電話で
●朝市（売り切れ次第終了）
　日 毎週日曜日10：00～15：00
●なるほど園芸講座
　 11月のテーマは「家庭果樹の楽し

み方～種類と品種の選び方」です。
家庭の園芸植物の相談は11：30～
12：00に「みどりの相談所」で受け
付けます。

　日 11月17日（日）10：30～11：30
　講  大坪孝之さん（日本梅の会会長）

わんぱくらんど
わんぱくらんど�☎︎24-3189

●ふれあい動物園
ウサギやモルモットなど、かわいい
動物たちとふれあえます。
日  11月30日（土）10：00～15：00
（12：00～13：00休憩）※雨天中止

場 ふれあい広場

UMECO
U
う め こ

MECO�☎︎24-6611
●UMECO企画展
　 市民活動団体の活動の成果などを

展示します。
　・DV防止啓発展
　　期 11月11日（月）～22日（金）
　・ 郷土文化館蔵「異国船御用に付浦賀

并神奈川日記」展
　　期 11月25日（月）～30日（土）
　・県立大井高等学校第5回芸術作品展
　　期 12月3日（火）～15日（日）
　場 多目的コーナー
　・アウエアネスリボン展
　　期 11月18日（月）～22日（金）
　・犯罪被害者週間パネル展
　　期 11月25日（月）～12月3日（火）
　・UMECO祭りパネル展
　　期 12月4日（水）～18日（水）
　場 ホワイエ
●アクティブサロン
　 市民活動団体によるワークショッ

プなどを行います。
　・ クリスマスリース＆アロマス

トーン作り
　　日  12月7日（土）・8日（日）
　　　 10：00～14：00
　　共催　 おだわられもんラボ、生

活に役立つオリーブの会
　場  活動エリア、交流エ

リア
　費  千円（体験・材料費

込）

小田原競輪
事業課�☎︎23-1101

●場外開催
　・ 施設整備等協賛競輪(GIII・松阪)

他
　　期 11月14日(木) ～17日(日)
　・競輪祭(GIナイター・小倉) 他
　　期  11月22日(金) ～

24日(日)
　※ ナイターは、４R以降

(予定)は前売りのみ

松永記念館
 ID  P32247 � 郷土文化館�☎︎ 23-1377
●風韻の会による呈茶（抹茶）
　日  11月30日（土）、12月1日（日）
　場 松永記念館 烏

う や く

薬亭
　費 300円（茶菓代）
● 茶ラボあしがらによる呈茶（ほう

じ茶）
　日 12月8日（日）
　場 松永記念館 老欅荘
　費 500円（茶菓代）

▲UMECO

HP

▲小田原競輪

HP

イベントイベント
11/24（日）
遺跡講演会「古墳時代中期の人々の暮らしとコ
ミュニケーションー久野下馬下遺跡を中心に―」
 ID  P38777 �  文化財課 ☎︎33-1715
久野下馬下遺跡の調査成果をもと
に、古墳時代中期の人々が暮らした
時代背景と特色について考えます。
時 13：00〜17：00
場 三の丸ホール小ホール
定 100人・当日先着順

11/24（日）
地区公民館いきいきフェスタ
 ID  P37008 � 生涯学習課 ☎︎33-1721
地区公民館活動団体の舞台発表や作
品展示を行います。丹精込めた作品
の数々や、日ごろ練習を重ねた舞台
発表をぜひご覧ください。折り紙や
体操の体験コーナーもあります。
時 10：00〜16：00　場 けやき
内 �（舞台）ダンス、カラオケなど、（展

示）書道、絵画、写真など、（体験）
折り紙、健康体操など

11/24（日）
みかんまつり

ヤッホー国府津村役場・古谷
☎︎080-5013-5035

古くからみかんの栽培が行われてい
る国府津で、みかんを使った料理や
雑貨が並ぶマルシェ、地元店協力の
お楽しみ企画、国府津駅周辺をみか
ん色に染めるパレードを行います。
時 10：00〜16：00　場 BLEND PARK
関 都市政策課

11/30（土）
パラスポーツおだわら
 ID  P36423 �障がい福祉課 ☎︎33-1468
誰でも気軽に参加できるパラスポー
ツレクリエーションイベントです。
ボッチャ大会・体験ブースもあり、障
がいのある人もない人も楽しめます。
時 10：00〜15：00
場 小田原アリーナ（サブアリーナ）
持 室内用運動靴
協力　城下町スポーツクラブ

11/30（土）・12/1（日）
文化財建造物秋の観覧会
 ID  P38647 � 文化財課 ☎︎33-1717
国の登録有形文化財などの歴史的な
建物や、庭園を一般公開します。普段
は非公開の建物もあります。
時 �10：00〜15：00
場 �①岩瀬家（鴨宮）②静

せ い ざ ん そ う

山荘（南町）
③旧松本剛

ごうきち

吉別邸（南町）④小田
原文学館（旧田中光

み つ あ き

顕別邸）（南
町） ⑤老

ろうきょそう

欅荘・葉
よう

雨
う あ ん

庵・無
むじゅうあん

住庵（板
橋）  ⑥旧古

こ き あ ん

稀庵庭園（板橋） ※12
月1日のみ公開⑦三

み ぶ ち て い

淵邸・甘
かんかんそう

柑荘
（板橋） ⑧清閑亭庭園（南町）　

費 ⑥100円⑦500円

12/7（土）
県西地区障害者文化事業
県立中井やまゆり園 ☎︎81-0288

「つなごうみんなの心」をテーマに、
アート作品展や楽器演奏・ダンスな
どのステージ発表の他、手作り製品
の販売などがあります。
時 9：30〜15：00
場 �マロニエ3階マロニエホール集会

室301
関 障がい福祉課

12/7（土）
青少年と育成者のつどい
〜中学生の主張発表〜
 ID  P38870 � 青少年課 ☎︎33-1723
日常生活から社会問題まで、中学生
が自分の視点でさまざまな問題を考
え、感じたことを発表します。
時 9：30～12：30
場 けやき2階けやきホール
内 第1部　中学生の主張発表
　 第2部　善行賞など表彰式
対 �青少年健全育成に関心のある人

300人 ※申込不要

12月の乳幼児健診と相談
 ID  P14159 � 子ども若者支援課

☎︎46-7025

事業名 対象・実施日など
4カ月児健診 10日（火）、18日（水）
1歳6カ月児健診 11日（水）、17日（火）
2歳児歯科健診 4日（水）、9日（月）
3歳児健診 3日（火）、12日（木）
8〜9カ月児健診 取扱医療機関にて

※�乳幼児健診の対象者には、個別通
知にて健診の日時をご案内します。

※�状況により日程などを変更する場
合があります。子ども若者支援課
までお問い合わせください。

こども文庫まつり
おだわら文庫連絡会・山﨑

☎︎83-3896
日 11月23日（祝）14：00〜15：30
場 �中央図書館（かもめ）1階
　 こどもクラブ室・おはなしの部屋
内 �年齢別読み聞かせ、折り紙遊びなど
対 幼児〜小学生
関 中央図書館（かもめ）

子育てサポーター講座
�  申込  小田原駅東口図書館

☎︎20-5577
小田原短期大学の講師他による、今
どきの子育て事情、わらべ歌の実践、
子どもへの接し方、絵本の選び方な
どの講座を行います。
日 11月16日（土）10：00〜12：00
場 小田原駅東口図書館
定 20人・申込先着順
申 �11月11日（月）9：00から、東口図

書館に直接または電話で

子ども・子育て子ども・子育て

令和6年（2024年）　11月号　No.12676
◆掲載されているイベントの情報は、10月18日時点の情報です。
◆各記事の詳しい情報は、市ホームページからご確認いただくか、担当課にお問い合わせください。



 ID  P29355 �� おだわら子ども若者教育支援センター・はーもにぃ�
日  毎週月～金曜日（祝・休日を除く）9：00～17：00　　
場 おだわら子ども若者教育支援センター・はーもにぃ（久野195-1）

妊娠期から青壮年期の相談は「はーもにぃ」へ

就学相談
教育指導課
☎︎46-6073

 年長の子どもの小学校入学後の支援や環境につい
て相談をお受けします。

教育相談
教育指導課
☎︎46-6034

  市内在住の小・中学生に関するさまざまな相談をお
受けします。

妊娠・育児に関する相談
子ども若者支援課
☎︎46-6125

母子健康手帳の交付や育児の相談など、保健師・助
産師が妊娠期から、安心して出産・育児に向かえる
ようサポートします。

子どもに関する相談
子ども若者支援課
☎︎46-6763

子どもからの相談、子育て（18歳未満の子どもに関
するもの）に関するさまざまな相談をお受けします。
時間外の児童虐待相談は☎︎189にご連絡ください。

子どもの発達に関する相談
子ども若者支援課
☎︎46-6787

主に就学前までの子どもの発達についての相談を
お受けします。

こそだてカレンダー▲

HP

●とことこデー
　 1歳～1歳11カ月の幼児限定ひろ

ばです。
　日 11月14日（木）10：00～12：00
　場 マロニエ
●ステップちゃんデー
　日 11月12日（火）14：30～16：30
　場 おだぴよ
　定 15組
●離乳食・幼児食講座
　日 11月20日（水）14：30～15：30
　場 おだぴよ
　定 10組
●栄養相談
　日 11月27日（水）10：00～12：00
　場 おだぴよ
　定 4組
●ことりおはなし会
　日 12月14日（土）10：30～11：30
　場 おだぴよ
●論語素読の会
　日 11月21日（木）11：00～11：30
　場 おだぴよ

●専門職相談日
　①小児科医師
　②保育コンシェルジュ
　③心理相談
　日 ①11月19日（火）13：30～15：30
　　 ②❶11月13日（水）13：30～15：30
　　　 ❷11月15日（金）10：00～12：00
　　　 ❸11月19日（火）13：30～15：30
　　　 ❹11月28日（木）13：30～15：30
　　 ③❶11月13日（水）10：00～12：00
　　　 ❷12月4日（水）10：00～12：00
　場 ①こゆるぎ
　　 ②❶マロニエ❷おだぴよ
　　　 ❸いずみ❹こゆるぎ
　　 ③❶❷おだぴよ
　定 ②各4組③各4組
※ 定員のあるイベントは、申込先着

順です｡参加希望の人は､各セン
ターにお申し込みください｡

●赤ちゃんひろば
　日 ①11月14日（木）14：30～16：30
　　 ②12月12日（木）14：30～16：30
　場 ①②おだぴよ
　定 ①②10組
●赤ちゃんデー
　6カ月までの乳児限定ひろばです｡
　日 ①11月14日（木）14：00～16：00
　　 ②11月21日（木）14：30～16：30
　　 ③11月28日（木）
　　　 ❶10：15～12：00
　　　 ❷13：45～15：45
　　 　※❶は上の子も参加可
　場 ①いずみ②おだぴよ③マロニエ
●ヨチヨチデー
　 7～11カ月の乳児限定ひろばです｡
　日 ①11月12日（火）13：30～15：00
　　 ②11月27日（水）10：00～12：00
　　 ③11月28日（木）14：30～16：30
　場 ①マロニエ②いずみ③おだぴよ
●双子ちゃんデー
　日 12月7日（土）10：00～11：30
　場 おだぴよ

●Welcomeにんぷサン
　日 11月18日（月）14：30～16：30
　場 おだぴよ
　※要申込
●お産おしゃべりたいむ
　 助産師さんと一緒におしゃべりし

ましょう。
　日 11月25日（月）13：30～15：00
　場 マロニエ
　定 10組
　対 プレママから先輩ママまで
● 親子の絆づくりプログラム「赤

ちゃんがきた！」
　 0歳児を初めて育てているママの

ためのプログラムです。
　日  12月4日～25日の毎週水曜日

（全4回）13：30～15：30
　場 いずみ
　対  令和6年7月4日～10月4日生ま

れの第1子と母親10組
　費 1100円（テキスト代）

子育て支援センター関連イベント
 ID  P02036 　子育て政策課�☎︎33-1874

マロニエ子育て支援センター�☎︎48-8698　おだぴよ子育て支援センター�☎︎20-5155
いずみ子育て支援センター�　☎︎37-9077　こゆるぎ子育て支援センター�☎︎43-0251

定例イベント
上府中公園

上府中公園�☎︎42-5511
●おもちゃ作り教室
　日 11月17日（日）
　　  10：00～12：00、
　　 13：00～15：00 ※雨天中止
　場 親水広場　
　対 小学生以下
　費 100～400円（材料費）
　　 ※ 作るもので金額が異なります。
●カミイチ（かみふなかクラフト市）
　 手作りのクラフト品を中心に出店

します。
　日  11月23日（祝）10：00～16：00

※荒天中止
●湘南オーガニック
　ファーマーズマーケット
　 移住して農業を始めた人による農

産物を主としたマルシェです。
　日  11月16日（土）、12月7日（土）

10：00～13：00
　　※荒天中止

フラワーガーデン
 申込 �フラワーガーデン�☎︎34-2814
※ 月曜日休園（祝・休日の場合は、翌

日以降最初の平日が休園）
●フェンネルの会作品展
　 花をテーマにした油彩・水彩画の

展示です。
　期  11月13日（水）～24日（日）
　　  9：00～17：00（13日は12：00か

ら、24日は15：00まで）
●トワイライトミッション
　 アロア・ワッド探検隊に冬季限定

特別ミッションを発令します。
　期  11月23日（祝）～令和7年1月13

日（祝）
●秋の味覚イベント
　・バンブーパン作り
　  竹にパン生地を巻き炭火で焼きます。
　　日  11月23日（祝）・24日（日）
　　定 各日10組・当日受付
　・ポン菓子の配布
　　日  11月23日（祝）
　　定 先着100人・当日受付
　・焼き芋の配布
　　日 11月24日（日）
　　 定  20組（1組につき1本）・申込

先着順
　　費 200円
　　申 電話で
●朝市（売り切れ次第終了）
　日 毎週日曜日10：00～15：00
●なるほど園芸講座
　 11月のテーマは「家庭果樹の楽し

み方～種類と品種の選び方」です。
家庭の園芸植物の相談は11：30～
12：00に「みどりの相談所」で受け
付けます。

　日 11月17日（日）10：30～11：30
　講  大坪孝之さん（日本梅の会会長）

わんぱくらんど
わんぱくらんど�☎︎24-3189

●ふれあい動物園
ウサギやモルモットなど、かわいい
動物たちとふれあえます。
日  11月30日（土）10：00～15：00
（12：00～13：00休憩）※雨天中止

場 ふれあい広場

UMECO
U
う め こ

MECO�☎︎24-6611
●UMECO企画展
　 市民活動団体の活動の成果などを

展示します。
　・DV防止啓発展
　　期 11月11日（月）～22日（金）
　・ 郷土文化館蔵「異国船御用に付浦賀

并神奈川日記」展
　　期 11月25日（月）～30日（土）
　・県立大井高等学校第5回芸術作品展
　　期 12月3日（火）～15日（日）
　場 多目的コーナー
　・アウエアネスリボン展
　　期 11月18日（月）～22日（金）
　・犯罪被害者週間パネル展
　　期 11月25日（月）～12月3日（火）
　・UMECO祭りパネル展
　　期 12月4日（水）～18日（水）
　場 ホワイエ
●アクティブサロン
　 市民活動団体によるワークショッ

プなどを行います。
　・ クリスマスリース＆アロマス

トーン作り
　　日  12月7日（土）・8日（日）
　　　 10：00～14：00
　　共催　 おだわられもんラボ、生

活に役立つオリーブの会
　場  活動エリア、交流エ

リア
　費  千円（体験・材料費

込）

小田原競輪
事業課�☎︎23-1101

●場外開催
　・ 施設整備等協賛競輪(GIII・松阪)

他
　　期 11月14日(木) ～17日(日)
　・競輪祭(GIナイター・小倉) 他
　　期  11月22日(金) ～

24日(日)
　※ ナイターは、４R以降

(予定)は前売りのみ

松永記念館
 ID  P32247 � 郷土文化館�☎︎ 23-1377
●風韻の会による呈茶（抹茶）
　日  11月30日（土）、12月1日（日）
　場 松永記念館 烏

う や く

薬亭
　費 300円（茶菓代）
● 茶ラボあしがらによる呈茶（ほう

じ茶）
　日 12月8日（日）
　場 松永記念館 老欅荘
　費 500円（茶菓代）

▲UMECO

HP

▲小田原競輪

HP

おはなしまつり
 � 小田原駅東口図書館

 ☎︎20-5577
東口図書館とおだぴよでおはなし会
や工作会、ゲームなど一日楽しみます。
日 11月23日（祝）
　 10：00〜15：30
場 小田原駅東口図書館
内 ①�小さい子のためのおはなし会

（11：00〜）
　 ②小学生による紙芝居（14：00〜）
　 ③�小学生のためのおはなし会

（15：00〜）

英語で話そう！歌おう！
 ID  P38681 � 申込  中央図書館（かもめ）

☎︎49-7800
ネイティブ講師ダンカンさんと一緒
に英語で歌を歌ったり、英語で紙芝
居の読み聞かせを行います。
②は誰でも楽しめるクリスマスソン
グを歌います。
日 ①11月17日（日）13：30〜14：30
　 ②12月15日（日）13：30〜14：30
場 中央図書館（かもめ）
　 ①1階こどもクラブ室
　 ②2階視聴覚ホール
対 ①3〜6歳程度②誰でも
定 ①30人・当日先着順
　 ②50人・申込先着順
申 �② 電 話 ま た は 申 込

フォームで

子ども・子育て子ども・子育て

▲申込フォーム

よみきかせ冬のおたのしみ会
 ID  P37004 � 中央図書館（かもめ）

☎︎49-7800
日 12月7日（土）15：00〜15：45
場 �中央図書館（かもめ）1階
　 こどもクラブ室
内 パネルシアター、大型絵本など
対 幼児〜小学3年生
出 すずの会、ピーターパン

子ども映画会と
金次郎のおはなし
 ID  P07859 � 尊徳記念館 ☎︎36-2381
映画を見て、金次郎が暮らしていた
頃の遊びや学びを体験します。
日 �11月24日（日）14：00〜14：45

（開場13：50）
内 ・映画「一寸法師」
　 　　 「おむすびころりん」
　 ・昔の遊び体験「知恵板」
定  60人・当日先着順

3カ月のあかちゃんあつまれ！
 ID  P33977 � 子ども若者支援課

☎︎46-7025
市から郵送する4カ月児健診の通知
の中に、案内を同封しています（申込
不要）。
日 12月20日（金）14：00〜15：00
　 （13：30受付開始）　
場 保健センター
内 �赤ちゃんの身体測定、親子ふれあ

い遊び講座、育児相談
対 �令和6年9月生まれの第1子と親
持 �母子健康手帳、バスタオル、おむ

つ、ミルク、着替え

ママパパ学級
 ID  P01994 � 子ども若者支援課

☎︎46-7025
●新生児との1日の生活（沐

もくよく

浴体験 他）
日 12月5日（木）①9：30〜②13：30〜
場 保健センター
対 �妊娠20週以降の妊婦とパート

ナー（妊婦のみも可）各12組・申込
先着順

持 �母子健康手帳、筆記用具、エプロ
ン、バスタオル1枚、ベビー肌着、ベ
ビー服2枚ずつ、沐浴布、沐浴用
ガーゼ、濡れたものを
入れるビニール袋

申 �11月28日（木）までに、
電子申請システムで ▲�電子申請シス

テムで「ママ
パパ」と検索

ぴよぴよくらぶ
 申込  ぴよぴよくらぶ・椎野

☎︎090-6303-0861
親子で楽しむ体操や手遊び、季節の
工作などを行います。
日 �12月5日（木）10：00～11：30（受

付9：45～）
場 マロニエ3階マロニエホール
内 �クリスマスだよ！みんなあつまれ‼︎
対 入園前の子どもとその家族
費 子ども1人200円（材料費）
関 子育て政策課

令和6年（2024年）　11月号　No.1267 7申込先着順で開始日の記載がない場合、 申込開始は11月11日（月） から



抜き取ってお読みください

がん集団検診
 ID  P26522 �健康づくり課�☎︎ 47-4724

FAX47-0830

検診日 胃がん 乳がん※ 子宮頸
けい

がん
①11月10日（日） ○ ○ ○
② 14日（木） ○
③  20日（水） ○ ○
④  25日（月） ○
⑤  12月5日（木） ○
⑥　 13日（金） ○
場 ①④⑥保健センター
　 ②③小田原アリーナ
　 ⑤こゆるぎ
申  電話、はがき、ファクスまたは市

ホームページ内の電子申請シス
テムで（申込先着順）

※ 時間や内容など、詳しくは健康カ
レンダーをご覧ください。

※ 乳がん検診は、マンモグラフィ併
用検診（今年度40歳以上の偶数年
になる女性・クーポン券をお持ち
の人が対象）です。

※①胃がん男女とも受付終了

「すこやか健康コーナーおだわら」
11月・12月健康相談会

 ID  P23410 �健康づくり課�☎︎ 47-4723
血圧、血管年齢、脳年齢、骨健康度を
測定できます。また、測定結果など
の相談を受け付けます。
●栄養相談（栄養士）・測定日
　※要予約
　日 11月14日（木）9：00～12：00
　　 12月12日（木）9：00～12：00
● 健康相談（保健師または看護師）・測定日
　日 11月18日（月）13：00～16：00
　　 11月26日（火）13：00～16：00
　　 12月4日（水）9：00～12：00
　　 ※栄養相談のみ要予約
　場  市役所2階「すこやか健康コー

ナーおだわら」内

まちなか健康相談
（予約不要）

 ID  P29379 �健康づくり課�☎︎ 47-4724
健康相談や栄養相談、測定（身長、体
重、足指力、血圧、血管年齢）などを行い
ます。健診結果などをご持参ください。
日 ①11月11日（月）13：30～15：00
　 ②12月9日（月）9：30～11：00
場 ①豊川集会施設
　 ②U

う め こ

MECO第1、2会議室

みんなで市民体操「おだわら百彩」
 ID  P25379 � 申込 �健康づくり課�☎︎ 47-4723
小田原をイメージできる動きと、“な
んば”の動きを取り入れた市民体操
｢おだわら百

ひゃくさい

彩｣のレッスンをします。
日 11月20日(水）14：00～15：30
場 いそしぎ2階トレーニングルーム
定 15人程度・申込先着順
持 室内履き、飲み物、タオル
申 前日までに、電話で

保健所の相談と検査
小田原保健福祉事務所�☎︎ 32-8000
●骨髄ドナー登録
　日 12月3日（火）受付11：00
●医師による精神保健福祉相談
　日  11月19日（火）・26日（火）
　　 12月11日（水）13：30～16：30
●エイズ相談・検査
　日 11月20日（水）、12月4日（水）
　　 9：00～11：00
　　 ※ 12月4日（水）予約不要。

Ｂ型肝炎検査可。
●医師による認知症相談
　日 11月27日（水）13：30～16：30
●療育歯科相談
　日 11月28日（木）9：00～15：30
場 小田原合同庁舎4階
申 各前日までに､電話で
関 健康づくり課

各種相談各種相談

●市民相談〈11月〉　 ID �P32283�　地域安全課�☎︎33-1383
　電話による予約について（一般相談は予約不要です）
　※ 法律相談は相談日の2週間前の日の8：30から、行政書士相談は相談日

前日の8：30～16：00、それ以外の相談は相談日当日の8：30から電話
で受け付けます（先着順）。

　※一般・心配ごと・法律は、祝・休日を除きます。
場 市役所2階地域安全課

一般相談 離婚、相続など、日常生活上
の一般的な相談

月～金
曜日

9：00～12：00
13：00～16：00

心配ごと 家庭や地域で困ったこと、
悩み事などに関する相談

毎週
月曜日

13：30～15：30
（受付14：00まで）

法律（予約制）
離婚、相続、多重債務など
の法律に関する相談（予約
は2週間前から）

毎週
水曜日 13：30～16：00

人権擁護
嫌がらせ、名誉毀

き そ ん

損、プラ
イバシーの侵害などに関
する相談

12日（火） 13：30～15：30

司法書士
相続・贈与などの登記手続
き、成年後見、遺言書の作
成などに関する相談

14日（木） 13：30～15：30

税務
相続税・贈与税・譲渡に関
する所得税などの税金に
関する相談

19日（火） 13：30～15：30

行政 国・県・市への要望や苦情 21日（木） 13：30～15：30

宅地建物取引 不動産の売買など取引、
賃貸借などに関する相談 28日（木） 13：30～15：30

場 マロニエ2階集会室202

行政書士
相続・遺言、成年後見、各種
許認可申請などの作成・手
続きに関する相談

16日（土） 14：00～16：00

●その他の相談　　　　　　　　　　　　  　　　  場 市役所各担当窓口
消費生活相談
 ID  P31297 
消費生活センター
（市役所２階地域
�安全課内）
☎︎33-1777

消費者トラブルでお困りの人（事業者は除く）からの
相談をお受けします。相談にあたっての留意事項は、
市ホームページをご覧ください。
日 月～金曜日（祝・休日を除く）
　 9：30～12：00、13：00～16：00

若者に関する相談
 ID  P10571 
子ども若者支援課
☎︎46-7292

 社会生活や対人関係などについて悩む若者（30歳代
まで）やその親からの相談をお受けします。
日 毎週月～金曜日（祝・休日を除く）9：00～17：00
場  おだわら子ども若者教育支援センター・はーも

にぃ（久野195-1）

経営改善相談
 ID  P29883 
産業政策課
☎︎33-1757

各種制度の申請方法や経営計画・事業内容の見直し
など、中小企業診断士の資格を持つ専門家が市内の
中小企業の相談を無料でお受けします。
日 毎週火・木曜日（祝・休日を除く）9：00～17：00
対 市内で事業を営む人または企業

女性相談
 ID  P11082 � 申込 
人権・男女共同参画課
☎︎33-1737

夫や親しい男性とのトラブル（DV）など、女性からの
相談をお受けします（面談は予約制）。
日 月～金曜日（祝・休日を除く）
時 9：30～11：30、13：00～16：30

女性のための
キャリア相談
 ID  P31383 � 申込 
人権・男女共同参画課
☎︎33-1725

再就職や転職をしたいけど何から始めたらよいかわ
からないや、職場の人間関係などの悩みをキャリア
コンサルタントと一緒に考えましょう。
日 月～金曜日（祝・休日を除く）
　 9：00～12：00、13：00～16：00
　（対面・電話とも事前の予約が必要です）

生活困窮者
自立支援相談
 ID  P18649 
福祉政策課
☎︎33-1892

社会に出るのが怖い、仕事の探し方が分からない、将
来が不安など、生活や仕事でお困りの人の相談をお
受けします（年齢制限はありません）。
日 月～金曜日（祝・休日を除く）8：30～17：00

空き家相談
 ID  P36513 
都市政策課
☎︎33-1307

空き家に関するさまざまな悩みに対し、専門家とも
連携を図りワンストップで対応します。
日 月～金曜日（祝・休日を除く）
時 8：30～17：00

保健センターからのお知らせ保健センターからのお知らせ

●休日診療（日中）
　受付
　　 8：30～11：30（歯科9：00～）
　　13：00～15：30

内科、
小児科
耳鼻咽喉科

眼科 歯科

11月10日（日） ○  ○

17日（日） ○ ○ ○

23日（祝） ○ ○ ○

24日（日） ○  ○

12月1日（日） ○ ○ ○

8日（日） ○  ○

●準夜間診療　※内科・小児科のみ
　受付
　　平日 19：00～22：00
　　土･日曜日、祝・休日 
 18：00～22：00
●連絡先
　休日夜間急患診療所 ☎︎47-0823
　休日急患歯科診療所 ☎︎47-0825
　休日夜間急患薬局 ☎︎47-0826
●休日・夜間の急患への病院案内
　消防署  ☎︎49-0119
●毎日、夜間の急患診療
　 毎夜間・当直医の診療科と小児科

の診療　　　　　　　　
　市立病院  ☎︎34-3175

休日・夜間急患診療カレンダー
場 保健センター　持 健康保険証
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